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　一般財団法人日本国際協力システム（JICS）は、日本の政府
開発援助（ODA）や各種の開発途上国支援において、調達業務
および管理業務などを行う、日本で最初の調達専門機関です。

鐧鷼嚀꞊׏םע䑒釐־
　国民の税金を原資とするＯＤＡ資金を使った調達では、⿁
韬յ磬岷䓪յ鸵侇䓪ס澬⟊に加えて、╈玮䓪յ⪜塜䓪յ琂◁䓪յ
鵀伺䓪が求められるため、公共調達のルールに則って、入札な
どを通じて資機材、施設、サービスを購入するとともに援助資
金の適正な管理が必要となります。
　このため、公共調達や資機材などの調達に係る専門知識や
ノウハウを持つ、JICSのような調達機関が、被援助国政府の代
わりにこれらの手続きを行っています。

+*$4のنٞو ーٜؔ

JICSの仕事は、
「調達

3 3

で援助をカタチに」すること

援助の約束 調達

ODA

����ˑ����մ䭰皲僿

����　財団法人として設立

▶ 技術協力関連業務の開始
▶  無償資金協力関連調査、調達監理
業務の開始

▶ 無償資金協力調達代理業務の開始

����　技術協力仕様書作成、食糧増
　産援助実施促進調査の開始

����　無償資金協力フォローアップ
　調査の開始

����　ノン・プロジェクト無償調達代
　理業務の開始

մモンゴル向けノン・プロジェ֐����
　	クト無償調達代理業務による機材
調達

����ˑ����մ成長僿

▶  調達監理業務と調達代理業務の
拡大

����　子どもの健康無償業務の開始

����　食糧増産援助調達監理、緊急
　無償業務の開始

մインドネシア向け通貨危機֐����
　	支援緊急無償による医薬品、医療品
調達、政府米の海上輸送

����ˑ����մ䦡⩗僿

▶ 調達監理業務の拡大
▶  復興支援を通じた調達代理業務の
多様化

����　研究支援無償業務、食糧援助
　調達監理業務の開始

����　紛争予防・平和構築無償業務
　の調達代理業務開始

、մアフガニスタン緊急無償֐����
　	ノン・プロジェクト無償道路整備
など

մカンボジア紛争予防・平和֐����
　構築無償の小型武器回収
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	��	 特集（座談会）		

����・����䇗䈱の孨Ⳃ׼־	

	��	 開発協力、ODAとJICS

	��	 JICS	2019・2020年度の主な取組み

	��	 事業領域の拡大

事業実竮	

	��	 JICSの主要事業対象国	

	��	 援助形態別・契約先別事業収益実績

	��	 2019・2020年度	事業報告

	��	 国別主要実績

	��	 2019・2020年度案件	

	��	 JICSのCSR活動

⹆縒鞲乢	

	��	 2019・2020年度	貸借対照表	

	��	 2019・2020年度	正味財産増減計算書		

	��	 組織図と役員・評議員		

	��	 コンプライアンス・行動規範

	��	 JICSの概要

資機材

施設

サービス

.*44*0/
熖たעה、国際協力⮆ꄇにֽׄるٝوーٕーとי׊、	
国際社会の平和と安㲊に靹春ױ׊すն

7*4*0/
熖たעה、国際協力⮆ꄇにֽׄる	
┩槡僃高姡嶖のئーتلを提供で׀る	
꥗㍚を泘䧗ױ׊すն

7"-6&
╈玮䓪、⪜塜䓪、鵀伺䓪
╈玮的な玮㕙を禴持׊、	
⪜塜䓪・鵀伺䓪を澬⟊ױ׊すն

⟓갔䓪
現㕙の㚜に繰を⥝ׄ、	
すնױ׀٤トとの⟓갔を築ؓؕٚؠ

援助のⲖ冽
援助のⲖ冽ֿ僃㛻꡾に孨׈־れるֹ׻ⲃ力ױ׊すն

Ⱘ鵰と䧪䡵
	仴成哭䒝にと؂׼れ׍、二たなئーتلをⰨ鵰׊、	
提供する׆とに䧪䡵ױ׊すն

　JICSは、組織の理念に掲げている通り、職員一人	
ひとりが国際社会の平和と安定に貢献するために、開
発途上国の現場や日本での活動を通じ、サービスプロ
バイダーとしてサービスの質の向上に努めています。

+*$4の杼䒝.77

+*$4の杼䒝.77
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▶  調達代理業務の施設案件管理の
増大

▶  有償資金協力、国際機関関連業
務の開始

����　円借款調達関連書類一次	
　チェック業務の開始

����　国際機関関連事業、防災・	
　	災害復興支援無償、コミュニティ
開発支援無償業務の調達代理業
務開始

����　環境プログラム無償業務の	
　開始

	մイラク復興支援の緊急無֐����
　	償での移動式変電設備、浄水設
備、発電所の整備

	մスマトラ沖大地震被害支֐����
　	援のノン･プロジェクト無償での	
護岸復旧・病院整備、橋梁設置

	մASEAN事務局・国際獣֐����
　	疫事務局の鳥インフルエンザ対	
策支援

����ˑ����մ㚺ꪵ僿

����　	一般財団法人（非営利型）へ
移行

▶ 競争力強化と従来型事業の深耕
▶  官民連携・民間セクターにおける
新規事業開拓

����　中小企業海外展開支援事	
　業の参画開始

����　事業・運営権対応型の無償	
　業務の受託

����　調達代理方式施設案件の	
　受託

����　円借款案件コンサルタント	
　契約の受託

	մ事業・運営権対応型のミャ֐����
　	ンマーヤンゴン市無収水削減	
計画

	մ調達代理方式施設案件֐����
　	のミャンマー洪水被災学校再建	
計画
	新型コロナウイルス感染　֐����
　症対策のための無償資金協力	
　「経済社会開発計画」
　円借款案件のモルドバ農業機械・	
　設備近代化計画

事業・鷞ㅀ嘤畘杼ꝧ㡎畘杼へ氦㷣



�� ♏辐杼事ֵい׈つ

国際社会ֿ泡ꪫする䚉刌檮㵚策のな־での業ⳉ䫟鶟
　2019年末から新型コロナウイルス感染症により、国際社会は
誰もが予想もしなかった変革に迫られました。対策のひとつである
「人との接触を抑制する」ことは、コミュニケーション力を強みと
するJICSにとっても、業務推進上の大きな課題でした。一方、日
本政府は、脆弱な保健・医療体制にある開発途上国約100カ国
に対して、令和2年度補正予算により保健・医療機材を調達する
ための無償資金協力「経済社会開発計画」の供与を決定。未曽
有の災禍であり迅速性に最大限、留意するようにという外務省か
らの指示を受け、海外渡航の制限、テレワーク拡大のなか、JICS	
は対策を検討し50カ国以上の調達業務の迅速な推進に努めてい
ます。
　ベーシック・ヒューマン・ニーズを満たす食糧援助、地球温暖化
対策に寄与するジブチの地熱調査井掘削案件、質の高いインフラ
投資推進のためのジブチ主要幹線道路改修、「自由で開かれた
インド太平洋」に向けた取組みの大洋州への船舶調達、有償資
金協力、無償資金協力での各種審査業務、国際機関関連業務な
ど、業務を遂行できているのも、ひとえに外務省、（独）国際協力
機構（JICA）をはじめとする多くの政府関係機関、被援助国政府、
ODAに携わる業界各位の皆様のご支援があってこそ、と深く感謝
申し上げます。

侇♏の要請に䑴ֻי成長を続ׄる鐧鷼㵠ꝛ嚀꞊
　JICSは、ODA事業の適正かつ効率的な実施のために、これま
で調達代理業務では122カ国、関連業務を含めれば150カ国に対
して、資機材・役務の調達、インフラ・施設建設案件のプロジェク
ト・マネジメント、審査業務などを実施しています。
　紛争後の平和構築、災害後の復旧・復興・防災、温暖化抑制・
森林保全、質の高いインフラ投資を官民連携で推進する事業・運
営権対応型無償など、JICSの調達代理業務は、国際社会が直面
する新しい援助課題に合わせて機動的に対応しています。これま
で蓄積した幅広い分野の資機材知識、施設・インフラ建設案件監
理の知見、地域・各国現地事情の蓄積と人的ネットワーク、高い
コンプライアンス意識が新たな課題への取組みの基礎にもなり	
ます。

㛡喋なطتーرٌٜؠーの秴㳡な協力꞊➟を䌕⭳׊、
国際協力꞊鵽事業を僃鸵なカタチにする
　2019年の設立30周年を機に、JICSは、日本政府の経済協力重
点方針と国際社会の開発目標「SDGs」の実現を後押しするべく、
国際協力の「インテグレーター ｣を目指すとの方向性を掲げまし
た。公共調達のノウハウを有する中立的な組織であるJICSは、さ
まざまなステークホルダーのニーズを汲み上げ、つなぎ、現場の
ニーズに最も適した形で、日本の顔の見える援助案件と国際協力
事業を形成し「カタチ」にしていきます。
　調達代理業務を柱としつつも、常に国際社会の求める課題を
意識して中小企業の海外進出支援などの新たな事業領域にも挑
戦しています。そこで築かれるネットワークと経験が、既存業務の
さらなる効果的な実施にフィードバックされるはずです。アフター
コロナでは、国際社会のグリーン化、デジタル化の構築・支援ニー
ズも高まると思われます。新たな分野での取組みにも即応できる
よう日々研鑽し、組織体制を強化していきます。
　引き続きご指導、ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

2021年9月
一般財団法人	日本国際協力システム
代表理事　

ウィズコロナ・アフターコロナにおける国際社会の課題解決に向け、	
国際協力の「インテグレーター」として	
現場のニーズに機動的に対応していきます。
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㎁꤀⶜ⱱ׾ֽׄמրؕ٭ذ٭ٝءط٤ց؅泘䧗ס$4*+׌�
亠ꄠײ⹦磝ס䏲☪כ哅◄סך焫ػٞؤ
鐧鷼♏杼哅ⳉ؅刻מյ㎁꤀⶜ⱱסրؕ٭ذ٭ٝءط٤ցי׊כ괊驱؅泘䧗$4*+׌ն	
二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ס䦡㛻׽׻מ┩槡╈ֿ䭰׿Ⳃ ☪ׂյסךױ׿׆蠷犉؅孨׊־յ	
二ַ׊ꯛ㓊מ䧪䡵ס⺲�$4؅*+׾׌䏔绷⿦ֿ鏤׌ױ׽ն

㹭兎	⶛⺚（おかむら	たくじ）
業務第三部長

2000年	 入団、経理担当
2009年	 		環境プログラム無償、ノン・プロジェクト

無償等担当
2017年	 	官民連携、民間セクター、新規事業の企

画、立案、開拓等担当部署室長
2018年	 	財務・経理関連業務の総括担当部署課長
2021年	 	事業権無償・国際機関・有償資金協力・

NGO連携無償・一般無償等担当部長

╈兎	꣊㯸（なかむら	ようこ）
業務第三部業務第三課長

2000年	 	入団、文化無償、研究支援無償担当
2005年	 青年海外協力隊　休職参加
2007年	 食糧援助、貧困農民支援担当
2008年	 在ボリビア日本大使館出向
2017年	 	経済社会開発計画担当部署課長
2020年	 	無償資金協力、技術協力等関連業務、	

一般文化無償、草の根文化無償等担当
部署課長

嗫⹾	鏨┉（ひぐち	せいいち）
業務執行理事

2000年	 	入団、食糧援助、貧困農民支援等業務担
当

2012年	 	環境プログラム無償、ノン・プロジェクト
無償等担当部署課長

2015年	 	機材調達代理業務、国際機関、有償資金
協力、技術協力等担当部長

2020年	 業務総括部長
2021年	 業務執行理事

		国際協力にֽׄる「ؕٝءط٤ー
ター」とע
㹭兎国際協力においては近年、より質の
高いサービスの提供が求められています。
求められるアウトプットの実現に必要な技
術やサービスを持つ組織や個人を結び付
けて、それぞれが有する強みを融合するこ
とで、1＋1＝2以上のアウトプットを生み
出すマネジメント力を持つ存在が、JICSが
目指す国際協力の「インテグレーター」だ
と思います。
　私は、2010年頃から担当した環境・気
候変動対策無償で、東ティモールでの全国
の森林地図策定事業、インドネシアでの植
林事業、タイでの林野局の本部と地方事
務所を結ぶ情報システムネットワーク構築
事業など、従来からの主力品目である資
機材調達の枠に収まらない多様な業務に
携わりました。それらのプロジェクトでは、
異なる分野の専門家の力をつなぎ合わせ
て成果に結び付ける役割を果たすことが
できました。

╈兎専門家同士だけでなく、いろいろな
企業と国際協力をつなぐのもひとつの姿
だと考えます。ODA（政府開発援助）の豊
富な実績があるJICSは、多くの企業から
自社の製品・サービスの海外展開について
相談を受ける機会があります。そうした場
合には、ODAの枠組みで候補となる機材
や、相談企業に合ったスキームについての
アドバイスを提供して、国際協力への参加
をお手伝いします。
嗫⹾JICSの調達代理業務には、ドナー
である外務省やJICA、相手国政府の実施
機関、機材を使用するエンドユーザー、機
材のサプライヤーやメーカー、また施設案
件の場合、施工会社やコンサルタントな
ど、多くのステークホルダーが関わります。
そうしたステークホルダーの間をつないで
調整しながら、プロジェクトを円滑に進め
るとともに、事業効果が最も発現するよう
にマネジメントするのが我々の役割です。

	「	ؕ の+*$4י׊ーター」とٝءط٤
の価値Ⱘ鵰を䶹ֻる׵の

嗫⹾JICSは設立以来、一貫して国際協
力事業における公共調達に携わり、世界
の150に及ぶ国や地域でプロジェクトの実
施促進、管理を行ってきました。そのなか
で培ってきた人的ネットワーク、そして何よ
り関係者からの信頼が我々の貴重な無形
資産となっています。
㹭兎私は新規事業開拓室に所属してい
た時、多くの民間企業の皆様と接し、非営
利組織としてのJICSの公平性・中立性が
非常に高く評価され、信頼の拠り所になっ
ていると強く感じました。また、英語だけ
ではなくフランス語、スペイン語などで調
査やプロジェクトマネジメントができる、し
かも多数のスタッフで組織として対応でき

セントビンセント水産局との協議（2020年渡航制限前）	↑



�� 攐꥗䈳鐶⚡	

ることも、JICSの強みとなっています。現
地の言葉で、被援助国に寄り添ってプロ
ジェクトを進められるのは、欠かせない資
質です。
╈兎調達する資機材についての情報・知
識の蓄積は、JICSの強みです。調達代理
業務では、ただ単に資機材を買うだけで
はなく、調査力や提案力が求められます。
実際に機材を使用する被援助国の人々の
スキルや維持管理体制の調査結果を基
に、より有効な援助とするために、当初の
計画とは違う機材や異なる仕様の機材の
採用を提案することも少なくありません。
嗫⹾JICSの強みとして、資機材調達案
件に加え施設建設案件の実績も取り上げ
たいと思います。JICSは、アフガニスタン、
イラク復興支援、スマトラ沖大地震の津波
被害に対する復興支援をはじめ、現地に
学校や病院などをつくる施設建設案件を
手掛けており、約20年間で日本政府から
の供与額合計で約1,800億円の実績があ
ります。施設建設案件では、発注者側に
も技術的な知見や経験が求められます。
JICSでは一級建築士2名を擁し、一級建
築士事務所として登録しています。さらに、
技術士、一級土木施工管理技士、コンク
リート診断士も自前で抱えています。こう
した経験・実績、専門性の高い人材も、「イ
ンテグレーター」としてのJICSの資産です。

	ナ焫にֽׄる+*$4のٞؤ		
孨Ⳃ
㹭兎2020年、JICSにおいても新型コロ
ナウイルス感染拡大への対応が求められ
ました。4月に緊急事態宣言が発出され
ると、直ちに本部事務所の閉鎖を決断し、

稟議や会計手続きなどのペーパーレス化
を行い、テレワークによる業務へ移行しま
した。海外出張が多いJICSの業務は、そ
もそもテレワークとの親和性が高かったこ
とに加えて、2017年に「働きやすさ」「生産
性向上」の観点からテレワークに関する社
内規定が整備されていたこともあり、素早
い対応が可能となりました。
╈兎コロナ禍の下でプロジェクトを進
行させるために、Web	会議の活用をはじ
め、私たちの業務にはさまざまな工夫が
求められました。ある案件では、「機材が
現地に到着し、後は操作のトレーニングを
実施」という最終段階で、「現地に渡航で
きないこと」がネックとなりました。しかし、
メーカーやサプライヤーの皆様と一緒に
知恵を絞り、「日本よりも現地にアクセスし
やすい第三国のリソースを活用する」とい
うアイデアを出して、問題を解決しました。
嗫⹾2020年、JICSはコロナ禍の厳しい
業務環境のなかで、令和2年度第1次補正
予算によるコロナ対策支援を目的とした
無償資金協力に携わりました。我々の担
当分として50数カ国向けのコロナ対策の

保健医療関連機材を調達するプロジェク
トです。JICSは先のアフガニスタン、イラク、
スマトラ沖大地震の復興支援をはじめ、緊
急性が高く、大規模な金額のプロジェクト
をいくつも経験してきました。しかし一度
に50数カ国を対象に、しかもコロナ禍で
出張ができないなか、かつてないスピード
での実施が要望された本案件は、JICSに
とっても大きなチャレンジでした。相手国
関係者の方々も感染拡大防止に追われて
いるため、JICSからの問い合わせにスムー
ズに対応できないなど、いろいろな困難が
ありました。それでも、外務省や大使館か
ら相手国関係機関へ働きかけていただく
などのご支援、準備を急いでいただいたサ
プライヤーやメーカーの方々のご協力の
おかげで、プロジェクトを無事に進められ
ています。
　さらにJICS内の組織体制も、迅速なプ
ロジェクト推進の実現に効果を発揮しまし
た。技術課のメンバーが、機材やメーカー
の情報が集積されたデータベースを活用
して、技術的な知識が要求される業務を
一手に引き受けることで、地域課の各担当
者は調達手続きや現地とのやりとりに専
念できました。またJICSは過去に、人々の
生命に関わる協力として西アフリカでのエ
ボラ出血熱対策の緊急無償資金協力を担
当していますが、その時の経験やノウハウ
も、必要な機材のスピーディーな調達・納
入に役立ちました。

←	モルドバ農業分野円借款コンサルタント契約署名式
（2021年）

←	コロンビア地雷除去チーム
に対する研修（2019年）

オイルフェンス展張船完成時の検査	↑	
（2021年	モルディブ）

小学校引渡し式	↑	
（2017年	マダガスカル）	
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		ؕ に鶟׼׈י׊ーターとٝءط٤
⴫するた״に
㹭兎将来に向けてJICSが注力する事業
のひとつに、中小企業の海外展開支援が
あります。海外展開に挑戦する中小企業
には、語学力、人材不足、相手国とのコネ
クション不足といった壁が立ちはだかりま
す。またJICAによる海外展開支援事業「中
小企業・SDGsビジネス支援事業」や、（独）
日本貿易振興機構（JETRO）などの公的
資金活用スキームを利用する場合、企画
書や完了報告書の作成、経費精算手続き
などが大きな負担となります。海外展開に
伴うこのような実務をJICSが支援すること
で、各企業には本業に集中してもらえます。
こうした事業は、すでに2020年度末で他
社やコンサルタントとの共同プロジェクト
も含めて15件以上の受注実績があります。
╈兎私が担当する審査業務も、今後の
拡大が見込まれる分野です。これまで、
150カ国向けの公共調達関連業務の経験
や高いコンプライアンス意識を強みとし
て評価され、円借款に関する書類の一次
チェック、日本NGO連携無償、草の根文
化無償などの審査業務を行ってきました。
また2020年度は、これまでの実績が、新
型コロナウイルスの影響を受けた海外に
暮らす邦人・日系人の皆様を支援する「海
外在留邦人・日系人の生活・ビジネス基盤
強化事業」の審査業務の受託につながり
ました。
嗫⹾これからのJICSが取り組むべき領
域に、日本政府が我が国の成長戦略を実

現するための重要施策「質の高いインフラ
の海外展開」があると考えています。ジブ
チ国向けの地熱開発案件や道路建設案
件、あるいは事業・運営権対応型無償資
金協力などの実績を活かして、「質の高い
インフラの海外展開」に貢献できるはずで
す。そして将来は、ODA以外のインフラ事
業への進出も可能だと思います。
㹭兎JICSが将来に向けて国際協力の「イ
ンテグレーター」を真摯に追求していけ
ば、調達代理業務を軸として事業領域は
おのずと広がっていくでしょう。ただし、そ
れを実現するには、組織と個人の双方に
さらなる成長が求められます。人材育成を
重要な施策に位置付けるJICSでは、「調
達研究会」という自主的な勉強会を毎週、
開催しています。また環境省が2020年に
設立した「環境インフラ海外展開プラット
フォーム」に参加するなど、組織としても情
報収集と自己研鑽に努めています。
╈兎私が参加する「調達研究会」では、
国際協力において要請が高まっている「サ
ステナブルな調達」「バリュー・フォー・マ
ネー（価格に見合った価値）」を実現する
ために、国際機関の調達ガイドラインや、
日本の企業・団体の調達やSDGsに関連す
る活動の研究に取り組んでいます。「調達

研究会」などを通して自身がスキルアップ
することで、既存の事業の枠を超えて成長
していくであろうJICSに貢献する考えです。
嗫⹾JICSは、「私たちは、国際協力分野
におけるプレーヤーとして、国際社会の平
和と安定に貢献します」をミッションとして
います。JICSが自らの使命を達成するに
は、持続可能な開発目標であるSDGsを
はじめとする時代の要請を見定めながら、
国際協力に関わる皆様からの信頼をひと
つずつ積み重ねていくことが重要です。皆
様の評価こそが、新しい顧客の獲得や新
分野へのチャレンジのきっかけとなり、国
際社会に貢献する組織への成長につなが
ります。高い理想を掲げるとともに、目の
前にある業務を確実・誠実に遂行すること
で、国際協力の「インテグレーター」として
進化していきます。

本邦中小企業製気象観測システムの	→	
据付・操作訓練（2019年	ケニア）日本製内視鏡の操作訓練	↑	

（2021年	パラグアイ）	

水上警備艇引渡し式	↑	
（2019年	ベトナム）

太陽光発電システム活用状況確認	↓	
（2018年	ペルー）
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ꝧ氦協力、0%"と+*$4

ր䇖⽰յ竳剚յי׊אյ┉☔׽׻ס׽כץ荁׀儔全מ״גסց
ն׌ױ׊מزذ؜յ䭤Ⲃ٬㎁꤀⶜ⱱ◄哅؅י׋յ鐧鷼؅鵟ע$4*+
　持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成と日本政府の開発協力重点方針の推進のために、
JICSは、現場のニーズに最も適した形で日本の顔の見える国際協力事業を形成、実施していきます。

㛡喋ס٭ذؠؓם秴㳡ם⶜ⱱ꞊➟ס┖յ
杯㕙מث٭ؼס僃׵鸵؅زذ؜ג׊泘䧗׌
	　ODA事業などの国際協力では、被援助国の現場のニーズをより的確に把握することはもちろんですが、
被援助国政府が当該国の課題解決のみならず国際社会の平和と安定への貢献や
地球規模課題への取組みを通じた質の高い成長を目指すため、
案件の効果を最大限に引き上げるよう協力していただくことが重要なポイントと考えます。
　JICSは、過去30年、調達業務を通じて、日本政府と被援助国政府をつなぐ支援を行い、
被援助国政府の理解と協力を得て、無償資金協力案件をはじめとする
ODA案件の質の向上と透明性の確保に努めてきました。
　国際協力には、日本政府関係機関、被援助国政府機関のほか、企業、大学・研究機関、
地方自治体、NGOなど、多様なステークホルダーが参画します。
それぞれのアクターのトータルウィンを目指すためには、
緊密な協力関係の構築が必要です。
　JICSは、「調達」という観点から、調達代理業務、調査、
コンサルティング、審査・解析、実施促進業務などを通じて、
皆様をつなぐためのサービス提供を行います。

	国際協力の「ؕٝءط٤ーター」を泘䧗す	+*$4の業ⳉと䏔Ⱏ

+*$4の
鐧鷼を通じた業ⳉ

調達代理業務
▶嚀免鐧鷼
▶产錃䋦錃勅♭ס㲔产泃杼
▶◄哅٬鷞ㅀ嘤㵚䑴㑔勅♭

鐧削ٜئ٤ؤテؔ ء٤
㴯削٬鉮冪
㲔产➢鶟
♿哅ס宾㛙鶟⭳䶹䭤
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	国際協力の「ؕٝءط٤ーター」を泘䧗す	+*$4の業ⳉと䏔Ⱏ

	モルディブ海上油濁回収研修

→

	 コロンビア地雷除去機引渡し式

→

	 コスタリカ腹腔鏡システム操作訓練→

���カ国⺸ׄの0%"꞊鵽業ⳉの実竮
+*$4の強み
ӳ	㛡牊㛡喋ם邮⿁٬☼喋յ䎎鎉㎁מ꞊׾׌湳閁
ӳع٤ْةؾُعؠؘةٞوⱱ
ӳ葏鏤٬☴鏤٬里鏤סלם㛡銧鏤☔免
ӳ⺨㎁סכ☔氳ؠ٭٠عشؾ
ӳ⪜⪦鐧鷼ؿؗס 䙫閁ت٤ؓؕٚو٤ؤ냕ַכؗـ
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扛⨑資ꄋ⶜ⱱյ㛡㎁ꝴ䭤Ⲃ璡꞊鵽◄哅ך㲔产

鐧鷼♏杼哅ⳉ

鞲嚀免案件の攐䐶 ╚な鐧鷼⫂㳊と4%(Tطーُ
　資機材に係るデータや現地の輸入
通関・引取・保管体制の情報を基に
機材の仕様、納入条件などを定めま
す。契約通りに機材が納入されるよ
う、出荷前や現地で確認を行います。

▶ 	食糧援助（米、小麦）
▶ 	石油製品
▶ 	医療、福祉機材
▶ 	防災、道路維持管理機材
▶ 	地雷除去機材
▶ 	職業訓練機材
▶ 	次世代自動車
▶ 	森林火災対策機材
▶ 	海洋保全機材　
▶ 	海上保安向け船舶　
など

　相手国政府の代理人として
資金管理も含めた調達業務と
プロジェクトマネジメントを行
います。
Ӗ鐧鷼♏杼嚀꞊ס䑒釐䓪
　ルールに精通した第三者機
関が、調達手続きと資金管理
を行うことで、日本政府が供
与する資金はより適正かつ迅
速に活用されます。
Ӗ╚ם哅ⳉ
　資機材・施設の仕様、数量、
納入・施工条件を相手国と確
認して入札条件を定め、入札
書類を作成します。
　「入札」を通じてサプライ
ヤーや施工会社を選定・契約
し、契約相手の履行状況を監
理しつつ、案件の資金管理を
行います。

施錃案件の攐䐶 ╚な鐧鷼⫂㳊と4%(Tطーُ
　建設コンサルタントと契約して相手
国のニーズを踏まえて現地の一般的な
建設条件を確認しつつ、案件のニーズ
に沿う施設の仕様、施工条件などを定
めます。
　施工期間中は、現場レベルのプロ
ジェクトマネジメントを行います。

▶ 	小・中学校・教員養成校	
建設

▶ 	保健所建設
▶			道路改修
▶ 	太陽光を活用した	
クリーンエネルギー	
導入計画

事業・鷞ㅀ嘤㵚䑴㑔案件の攐䐶 ╚な鐧鷼⫂㳊と4%(Tطーُ
　日本の技術・経験を活かした都市
インフラ開発協力やノウハウを持つ日
本企業による施設建設から運営・維
持管理事業などを支援する案件で、
プロジェクトマネジメントを行います。

▶ 	カンボジア上水道拡張計画、ミャンマー	
無収水削減計画・水供給計画

扛⨑資ꄋ⶜ⱱյ䤗软⶜ⱱյ僗⨑資ꄋ⶜ⱱյ㛡㎁ꝴ䭤Ⲃ璡꞊鵽◄哅յס־׮סא䷓䈡꞊➟嚀꞊׾׻מ磬岷⶜ⱱךלם㲔产

鐧削�
طٜؔئ٤ؤ ء٤

▶ 	対象国のニーズの妥当性、機材仕様、積算資料など案件の最適案を提案	
するための調査・分析を行います。	
—	一般無償資金協力、草の根文化無償資金協力候補案件事前調査、	
円借款事業準備調査

実施➢鶟業ⳉ
▶ 	無償資金協力や技術協力において、案件形成や資機材等の調達を実施するための入札、契約、納入
などを支援します。—	一般文化無償資金協力、技術協力地熱調査井掘削工事（ジブチ）

▶			円借款のプロジェクトが円滑に実施できるように案件形成、調達の実施促進、貸付実行促進などを支
援します。—	円借款事業に係る調達監理コンサルティング（モルドバ農業機械）

㴯削・鉮冪業ⳉ
▶ 	円借款では借入国が作成する調達関連書類がガイドラインに準拠しているかの確認作業、案件の事後
の監査や評価・モニタリングを行います。—	借款事業に係る調達関連書類一次チェック業務（英語圏、
仏語圏、西語圏2019年度計478件、2020年度180件）

▶			無償資金協力では、日本NGO連携無償資金協力の申請書などの審査を行いました。

♿業の宾㛙鶟⭳䶹援
▶ 	JICA、JETRO、経済産業省などの助成金を活用して、開発途上国の課題を捉えて海外事業に挑戦する、
国際貢献につながる優れた技術、製品、ノウハウを持つスタートアップ企業や中小企業を支援します。
JICSは、調査・実証活動の計画、相手国関係者との折衝、事業計画立案などの支援を行っています。

▶		海外進出支援サービス「J・Partner」、JICA案件化調査、普及実証事業（ペルーなど）
※	持続可能な開発目標（SDGs）：持続可能な開発目標（SDGsエスディージーズ＝Sustainable	Development	Goals）は、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」に掲げられた2016年から2030年までの先進国を含めた国際社会全体の開発目標です。

ꝧ氦協力、0%"と+*$4

	+*$4の取׽組׳╚な事業と꞊鵽する持続可能なꝧ氦泘嘅4%(T˥ ーُط

��
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+*$4����・����䇗䈱の╚な取組み
二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮ظ٤ق׾׻מ י׊כց٭ذ٭ٝءطրؕ٤ע敯媲┖յ+*$4ם㍭ꦘַֹכؠشِ
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	扛⨑鞲ꄋ協力

「経済社会開発計画」：ホンジュラス保健省を支援
して同国内のコロナ対策に貢献せよ
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

׎鐧鷼を泘䧗غーمتないיつ־
　JICSは政府間決定（E/N締結）と同日にホンジュラス保健省と調達代理契約を締
結し、機材の選定プロセスを開始しました。2020年7月には見積依頼書を発出する
など、これまでにないスピード感で調達手続きに入りました。調達手続きを円滑に
行うためには、ホンジュラス保健省との緊密な連絡が不可欠でしたが、コロナ禍で
普及したオンライン会議で対話を重ね、7月30日には無事にサプライヤー4社に対
して発注をかけることができました。

ӳ㛡喋な꞊➟縖と秴㳡に鵽䯥

「洣׼ない⟊⢸泸䥵䎎」との䠫⽜の共⺱⛼業
　2020年8月27日、発注15機材中、血圧計・吸引器および聴診器が、空輸で無事に
ホンジュラス保健省に引渡されました。しかし、その年11月に巨大ハリケーンが中
米を襲い、コロナ禍と連鎖して被害が拡大。保健省担当は、昼夜を問わず奮闘しま
した。担当から日本の明け方に電話がかかってくることもしばしば。JICSは、この「眠
らない担当」を支え、日本のサプライヤーと協力しつつ、2021年6月、ついに案件の
完了を迎えられたのです。

	扛⨑鞲ꄋ協力

「経済社会開発計画」：医療機材の調達を通じて
ジャマイカの保健・医療体制の強化に貢献
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

XJUIٞؤナ侇♏にֽׄる案件の二׊い鶟״亠
　コロナ禍により業務渡航に大きな制約が生じるなか、JICSは、オンライン／遠隔
ツールを積極的に活用して相手国関係者とのコミュニケーションに努めました。現
地との時差を考慮し、円滑なコミュニケーションを確保するために、平易かつ十分
な情報量で、より明確に私たちの意図をお伝えできるよう気を配りました。

ӳ㛡喋な꞊➟縖と秴㳡に鵽䯥

鲅鵭な鐧鷼に׽׻䚉刌檮䖱縖の⹨ׄ⪌れ⛮⯆の強⴫に靹春
　コロナ対策に資する医療機材の調達は緊急性を要し、通常よりも迅速な調達が
必要とされています。JICSは調達手続きの見直しや内部の案件実施体制の改善を
通して迅速性を高めました。ジャマイカ案件については2021年3月に6品目の全機
材を引渡し、操作指導も含めて、すべての業務が同年6月に完了しました。本案件
の完了は、在ジャマイカ日本国大使館による要所要所でのご支援、先方政府の高い
内部調整力に基づく確実な対応、そしてサプライヤーによる短期間での納品など、
さまざまな関係者のご尽力のおかげであると感謝しています。

	+*$4の取׽組׳╚な事業と꞊鵽する持続可能なꝧ氦泘嘅4%(T˥ ーُط
二㑔تٜؕؗػٞؤ䚉刌檮㵚瓀♓
┖յػٞؤ㵚瓀⵳殴嚀免ס鲅鵭ם鐧
鷼יׄ⺸מ
　2020年初頭から、コロナは中米ホンジュ
ラスにも波及し始め、同年6月12日、ホン
ジュラス政府は中南米諸国中、最速で日本
政府と本案件のE/Nを締結し、無償資金協
力を用いて移動式X線撮影装置、超音波診
断装置、救急車など合計15品目をコロナ対
策機材として調達することを決定しました。
▶	調達代理契約締結先：	ホンジュラス保健省
▶	エンドユーザー：	ホンジュラス保健省
▶	供与額：	3億円
▶	政府間決定日：	2020年6月12日

䚉刌檮㵚瓀מ資׾׌⵳殴嚀免ס鐧鷼
　コロナ対策に資する医療機材を調達し、
ジャマイカの保健・医療体制の強化に寄与
するため、日本国政府は医療機材の調達に
必要な資金の供与を決定しました。
▶		調達代理契約締結先：	ジャマイカ財務・公共
サービス省

▶	エンドユーザー：	ジャマイカ保健省
▶	供与額：	2億円
▶	政府間決定日：	2020年6月16日

案件哭要

案件哭要

業務第二部	地域第五課
㛻㼖	塜遙
（おおしま	まさひろ）

業務第二部	地域第五課
╈ꈘ	鞕牲
（ちゅうばち	たかほ）

調達された救急車（提供：ホンジュラス保健省）	↑

←	小児科病院で利用
する想定で納入された
移動式X線撮影装置
（提供：
丸紅プロテックス（株））

	 ����٬����䇗䈱ס孨Ⳃ׼־



	 ����٬����䇗䈱ס孨Ⳃ׼־��

	䤗软協力

ジブチ地熱開発試掘プロジェクト：地熱調査井の
掘削工事を実施
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

地掂䤗软と鐧鷼をؕٝءط٤ート׊鞲嶎ꝧ氦を车ֹ
　本案件は、先にJICAが実施した準備調査の結果を基に工事計画を立案し、地熱
井掘削工事をはじめ、それに付随する資機材調達、工事保険、給水設備工事を実
施する国内外の企業を選定し、工事の実施監理を行うものです。実施に際しては、
プロジェクトオーナーとなるジブチ政府実施機関との調整、工事用資機材のジブチ
への輸入・輸送ロジスティックス、要員の派遣など、多くの関係機関・委託先との調
整が必要となります。JICSは調達監理、海外での案件実施のノウハウを活用し、ス
ムーズかつ協調性のある案件実施にあたっています。
　地熱井掘削工事においては、地熱技術を有する共同企業体のメンバーである西
日本技術開発（株）の技術指導により、また給水設備工事ではインハウスコンサルタ
ントとして日本テクノ（株）の協力で工事計画を立案、実施を進めています。

ӳ長䇗の実竮ؗـؗؿ׷を䑴榫

二たな氦䘶をיז׵鞲嶎ꝧ氦案件に׵㵚䑴する
　2009年のエチオピア環境プログラム無償にてJICSは地熱井掘削工事を実施した
ことを皮切りに、その後もJICA技術協力、無償資金協力にて地熱関連案件に参画
しました。地熱などの資源開発での工事は通常の土木工事の契約条件とは大きく
異なっており、それをODAスキームで対応できるよう契約条件書を作成し、掘削会
社を選定してきました。これはJICSが長年にわたり資機材や土木工事の国際調達
業務の中で培ってきたノウハウを応用したものです。
　地熱エネルギーは将来を担う再生可能エネルギーとして注目を浴びていますが、
途上国にとっては開発に多大なコストが必要とされるため、今後も種々の援助案件
が実施されることになるものと思われます。これらの実施においても、柔軟な発想
をインテグレートした調達を通じて資源開発案件への貢献を目指します。

+*$4����・����䇗䈱の╚な取組み

כ㏐掂ꝧ氦➢鶟סך㎁⽰⪧زهة
舅㎁סך꧅ⱱ❠礡㘃ⱶ؅泘䧗׌
　ジブチは大規模な経済開発の進展に伴
い、今後、電力需要の増加が見込まれてお
り、同国内での地熱資源が注目されていま
す。JICAは2014年以降に実施したジブチ
地熱開発に係る準備調査の結果を踏まえ、
同国における地熱開発の方針決定を行うこ
とを目的として本プロジェクトを実施し、プ
ロジェクト構成要素のひとつとして地熱調
査井の試掘を行います。
▶		案件名：	「ジブチ地熱開発試掘プロジェクト」
地熱調査井掘削工事

▶	受注先：	独立行政法人国際協力機構
▶	契約金額：	約23億円（工事費・調達費を含む）
▶	先方実施機関：	ジブチ地熱開発公社
※本案件は西日本技術開発（株）との共同企業
体で実施

案件哭要

業務第三部	業務第三課
◒┕	㏍└

（いのうえ	けいぞう）

業務第三部	業務第三課
熤㸓	綛⼁

（あきやま	しょうご）

ジブチ国内における他地熱サイトの周辺調査	↑
（アサル湖にて掘削用水の取水地点を調査）

ハンレ地熱サイトの現地調査	↑
（JICA・西日本技術開発（株）との合同調査）

←		ハンレ地熱サイトの周辺村落で開かれた歓迎式典
（調査団を歓迎する村人）
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	扛⨑鞲ꄋ協力

「経済社会開発計画」による大型インフラ整備案件：
ジブチの国道1号線改修
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

㛻㑔ؕٚن٤丝⤓案件でمت׵ーؔظ ーに実施
　「経済社会開発計画」の多くを占める資機材調達案件ではスピーディーな実施が
求められていますが、より難易度が高い大型インフラ整備案件でも同様ですので、
早期着工に向けて全力で取り組みました。政府間決定（E/N署名）直後に調達代理
契約のために現地入りして以降、何度も現地に出張し、関係者との協議を重ねてい
きました。E/N署名から約5カ月後の2019年4月22日には、入札を経て建設会社（大
日本土木（株）・戸田建設（株）共同企業体）と契約を締結できました。
　着工後も、想定以上の降雨や、地元住民との関係をはじめ、さまざまな問題・課
題に直面しましたが、都度、関係者と真摯に協議し、ひとつひとつ粘り強く解決して
いきました。

ӳ㛡喋な꞊➟縖と秴㳡に鵽䯥

に㱭鷈׽銶槆通׊䄄事を禆続׵ナ焫でٞؤ
　工事の中盤で、新型コロナウイルスのパンデミックが発生しました。ジブチでも感
染者数が増加したことから、関係者と対応を検討しました。サイトや工事関係者が
常駐するキャンプが都市部から離れた地域にあったことも幸いし、工事を継続して
2020年12月初頭に無事、引渡し・開通を迎えられました。
　コロナ禍でも工事の重要な局面で施工監理のため渡航してくださったコンサルタ
ントや現場で最後までご尽力いただいた建設会社の皆様、そしてコロナ禍の対応の
みならず、本案件の開始時からの日本大使館の皆様のご支援があってこその完遂で
した。まさにオールジャパンで取り組み、成し遂げられたと考えており、この場を借
りて感謝を申し上げます。
　JICSは今後とも、どのような案件でもスピーディーな実施を実
現していきます。

擻孱ס㛻Ⳃ耛؅秴䓦מ丝⤓׊յ鵽磵
䓪؅䍚⴫
　ジブチの国道1号線は、ジブチ市からエ
チオピア国境までをつなぎ、エチオピアの
輸入物資の9割以上を運ぶ物流の大動脈で
す。しかし、道路の損傷が激しく円滑な物流
に支障をきたしているため、エチオピア国
境から約20kmの整備について日本政府に
改修の要請がありました。ジブチのみなら
ずエチオピアにとっても重要かつ緊急性が
高いことから、「経済社会開発計画」での実
施となりました。
▶		案件名：	経済社会開発計画（国道1号線改修）
▶	調達代理契約締結先：		ジブチ外務・国際協力省
▶	供与額：	39億円
▶	政府間決定日：	2018年11月28日

案件哭要

日本での工事契約署名	↑

引渡し式での大塚駐ジブチ日本国大使と設備運輸大臣↑
	（提供：八千代エンジニヤリング（株））

←		9連ボックスカルバート※
（提供：八千代エンジニヤリング（株））

※ボックスカルバート：排水路や地下道に使われる箱型
のコンクリート構造物。本案件では、現地のワジ
（季節河川）を渡河するために用いられた。

業務第二部	部長
稅䃷	缗
（みどりかわ	はじめ）



	 ����٬����䇗䈱ס孨Ⳃ׼־��
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	扛⨑鞲ꄋ協力

「経済社会開発計画」：第8回太平洋・島サミットで表明
された日本の支援とフィジーのニーズをマッチさせる
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

媮㺢宾㓊での☔⽜䷫助孨Ⳃのた״の䷫ꦘ苙を鲅鵭に鐧鷼
　フィジー警察から要請のあった海上保安関連機材の調達は、第8回太平洋・島サ
ミットでの日本政府の支援指針である「自由で開かれた持続可能な海洋」および「強
靭かつ持続可能な発展の基盤強化」に合致します。JICSは日本の支援とフィジーの
ニーズとを適切かつ迅速につなぐべく、実際の救助・捜査活動をふまえた救難艇の
設計を行い、サプライヤーおよび納入メーカーとの協力の下、発注後、約10カ月間
で救難艇の引渡しを完了しました。

ٜٚؕج トؖꡔ轼・愤㲹䥵䎎㛻臹׽׻高い鍐価を⹨ׄる
　2021年3月2日、フィジー警察本部にて、川上駐フィジー日本国大使とセルイラ
トゥ防衛・災害担当大臣ご臨席の下、救難艇の引渡し式が開催されました。セル
イラトゥ大臣はフィジーでの自然災害が増加し、またコロナウイルスが蔓延するな
かでさらなる人的被害を抑える日本政府の支援はタイムリーであり、救難艇はフィ
ジー警察の人命救助・捜査活動に大いに貢献し、海上保安ならびに災害時の対応
能力が拡大すると述べました。

	扛⨑鞲ꄋ協力

「経済社会開発計画」：医療船を整備して、離島住民
の健康管理と保健医療サービスの向上を支援する
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

芷芮・⵳殴嚀免の鐧鷼で㓷؂れた磬꽦を孨י׊־
　“船内で診察治療が行える船”が本案件で調達する医療船です。限られた予算内
で、どこまで施主のご要望に応えられるかが、調達代理として最初にクリアすべき課
題でした。医療船の調達は初の試みですが、JICSには船舶や医療機材の多様な調
達経験が蓄積されています。これらの経験を活かして、処置台や歯科ユニット、ラボ
機材などを備えた、施主に満足いただける医療船を計画することができました。

仼儖の鵰芷䤗软でꦕ㼖の⵳殴梪㗞の䷉ャを䶹援
　医療船の建造は順調に進んでいます。生活区域も充実させ、航海中の生活環境
も改善します。コンサルタントやサプライヤー、造船会社、医療機器メーカーが、マー
シャルに初の医療船を届けるべく、一丸となり取り組んでいます。大洋州諸国の多く
はマーシャルのような島嶼国です。今回の医療船がモデルケースとなり、日本の造
船技術と医療技術が離島医療の課題解決の一助となれば、喜ばしい限りです。

نؔ Ⲃ٬䩠削孨Ⳃ؅䷫⽜☔ס閛㴔٭ة
䍚⴫מ״ג׾׌
　日本政府は、フィジーの海上保安と災害
発生時の人命救助・捜査活動を担う、フィ
ジー警察の海上保安関連機材の調達を支
援しています。
▶		調達代理契約締結先：	フィジー警察
▶	供与額：	3億円
▶	政府間決定日：	2018年12月18日

ꦕ㼖⛨妨׽׻מ荁ַ⵳殴؅䬠❠׾׌
מ״ג
　医師・看護師が常駐しない離島における
保健医療サービス向上のため、日本政府は
巡回用の医療船と医療機材の調達を通じ
て、マーシャル政府の離島における医療活
動を支援します。
▶		調達代理契約締結先：	マーシャル外務省
▶	供与額：	5.5億円
▶	政府間決定日：	2019年3月18日

案件哭要

案件哭要

業務第一部	地域第一課
ꄋ很	☝

（かなざわ	ひとし）

業務第一部	地域第一課
姡ꄇ	遙㯸

（みずの	ゆうこ）

フィジーへの納入前に試運転を行う救難艇	↑
（提供：（株）ニシエフ）

2021年6月、船台（せんだい）上で建造中のマーシャル↑
向け医療船（提供：（一財）日本造船技術センター）

業務第一部	地域第一課
錃哧	ⶉ䇞

（したら	ちゆき）

業務第一部	地域第一課
╦儖	鞕塜

（ひさもと	たかまさ）
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	扛⨑鞲ꄋ協力

食糧援助（平成30年度および令和元年度分）：
途上国の国民の生活に欠かせない食糧を扱う
調達代理機関の使命と責任
ӳ案件の⫃帐な鶟车に⺸ׄי

괏砝といֹ、国妨榟孨にֽׄる僃ꄆ要擻鞲の鐧鷼を䥵ֹ✳⽜
　2020年は、世の中のあらゆる仕事や事業の進め方が一変した年でしたが、JICS
が取り組む食糧援助業務についても、大きな変革を求められた挑戦の年となりま
した。
　食糧援助の実施にあたっては、被援助国との協議や受け入れ態勢の調査のため、
案件の開始初期に現地へ出張する必要があります。しかし、海外渡航に大きな制
約のある状況下、こうした現地出張が行えないという課題が生じました。また、日
本国内の業務においても、人と人との接触機会を減らすことが求められるなか、入
札に際してそれまで当然のように行われていたさまざまな書類の受け渡しや入札会
を、どのように執り行うかの問題に直面しました。
　他方、食糧は被援助国の国民生活にとって最重要物資のひとつですので、実施体
制の練り直しのために事業は止められず、時間の猶予がない状況で、迅速にこうし
た課題に対処していく必要に迫られました。

ӳ㛡喋な꞊➟縖と秴㳡に鵽䯥

刎鬁䓪と䄄㜂で困ꦘを╾׽飈ֻ、鲅鵭にٞؤナ焫での実施⛮⯆を
澬玮
　初めての緊急事態宣言が発出されたとき、先行き不透明な状況でしたが、「食糧
援助を止めるわけにはいかない。何としてでも案件を計画通りに進める」という、こ
の事業を担う調達代理機関としての使命を、まずは団内で共有しました。
　しかし、初めて経験する世界的な異常事態下で円滑に食糧輸送ができる確信は
なく、大至急、主要な港の状況を調査し、輸送ルートが機能していることを確認しま
した。次に、手続きを根本的に見直し、入札者の方々が直接、書類を持参すること
なく応札可能な仕組みを急ピッチで整備しました。
　こうした各担当者の努力と、国内外関係者との緊密な連携により、コロナに起因
する中断や遅延を一切起こさずに、2020年度に調達手続きを実施した全13カ国向
け食糧援助を無事、終えることができました。
　被援助国の食糧安定供給のため、持ち前の柔軟性や迅速性を活かし、今後もあ
らゆる困難に立ち向かっていきたいと思っています。

刎鬁䓪כ鲅鵭䓪ך┩槡氳⷇嚀┖ס
㍭ꦘ׽╾؅飈ֻ׾
　食糧援助は、開発途上国の食糧不足の
緩和と、人間の安全保障や紛争予防という
観点から、開発途上国の安定への貢献を目
的とする無償資金協力です。JICSは20年
前の2001年度から二国間の食糧援助に関
与しており、被援助国の代理人として毎年
およそ15カ国向けの食糧調達を行っていま
す。Basic	Human	Needs（BHN）のひとつ
であり、被援助国の国民生活に欠かせない
米や小麦など食糧の調達を担う役割ですの
で、ほかの無償資金協力と比べても、とり
わけ迅速性と厳格なスケジュール管理が求
められます。

案件哭要

水野駐ハイチ日本国大使による、納入された米の視察	↑
（提供：在ハイチ日本国大使館）

小樽港で積み込まれるトーゴ向け日本米	↑

ニジェールとのオンライン開催コミッティ	↑仙台塩釜港で船積み中のモーリタニア向け日本米	↑

業務第二部	地域第六課
䄁㸓	遙鋗
（すやま	ゆうき）

←		上記船積み前検査
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事業ꯛ㓊の䦡㛻
⛥憇碛䤗软ס俊⹕מ資׾׌鐧鷼㵠ꝛ㳃哅ⳉյص٭َت⮆ꄇ׾ֽׄמ䚉刌檮㵚瓀յ4%(T؅تؾةل泘䧗׌♿哅䶹䭤
ն׌ױײ磝׽⹦מ䑴ֻ刎鬁מث٭ؼסع٤ؓؕٚؠյלם

	㛡国ꝴ援助

アジア開発銀行（ADB）二国間クレジット制度（JCM※）
日本基金における調達専門家業務
ӳ+*$4の取組み

高䈱な䤗软の鐧鷼を㵚霄と׊た⪌儘鍐価亠嫎の鐧削
　同基金は、導入コスト高からADBの事業で採用が進まない優れた低炭素技術の
調達に充当され、被援助国政府の追加コストの負担を軽減します。高度な技術の調
達に際しては、技術力による競争の促進と「Value	for	Money」の実現がより重要で
す。この需要に対応すべく、国際開発金融機関（MDBs）や日本の公共団体の採用事
例・調達規則を踏まえ、総合評価落札方式およびライフサイクルコスト評価などの
入札評価方法や、その他の調達方式の導入の検討を目的とした調査を行いました。

⪌儘で琂◁力を高״るた״の槳䙫事ꯁの丝杼
　入札において、応札者の競争力向上のためには、早い段階から情報収集などを
開始し、十分な入札準備期間を確保することが有利に働きます。また、適正な技術
評価を得る大前提として、入札書類で規定された資格や形式要件についても、不備
のない対応を要します。このような観点を踏まえ、JICSは案件形成から入札までの
各過程における留意事項とその対応策をまとめました。将来的に本邦企業を対象
としたセミナーを開催し、その結果を紹介していく予定です。

	 4QPSU	GPS	5PNPSSPX事業

スポーツ庁委託事業：Ｊリーグにおける新型コロナ
ウイルス対策をアジア各国に共有する
ӳ+*$4の取組み

事業鷞ㅀを䶹ֻる玮㕙׼־事業の⫃帐な鶟䩖に靹春
　本事業でJICSは事務局として、協働するJリーグが専門家派遣／ウェビナーの実
施、ガイドライン準備、映像制作などの業務に注力できるよう支援しています。具体
的には、企画書作成、契約手続き、各国語版ガイドラインとセミナー資料の準備、
各国関係者との調整などを担いました。

梪㗞の㚺⴫׷協⥸⩝の䙫⺸に׵刎鬁に㵚䑴
　感染症の流行状況を鑑み、専門家派遣はオンライン対応に変更しました。本事業
の理解促進を図るための全対象国向けウェビナーを2021年6月に開催した後、翌7
月にかけてアジア6カ国向けに国別ウェビナーを順次、開催し、サッカーリーグ関係
者約250名の参加が得られました。参加者は、観客を入れての競技運営に高い関心
を示し、ワクチン接種の考え方、感染者発生時の対応方法など、積極的に学び取ろ
うとしていました。JICSはウェビナーではSFTと事業概要の説明を担当しました。
　本事業から各国が得た知見を通じて適切な対処が講じられ、コロナ禍において
もスポーツ文化の維持・発展につながることが期待されます。

鐧鷼ס㵠ꝛ䓪؅孨ס.$+י׊־䫟鶟
؅䶹䭤
　JCMは、日本が途上国と協力して温室
効果ガスの削減に取り組み、削減の成果を
両国で分け合う制度です。ADBに設置した
JCM日本基金を通じ、途上国へ先進的な
低炭素技術などを普及させる目的の下、同
基金事務局の一員として、調達関連業務に
おける支援を行っています。

⢸䉓؅⽜כ㱤׼ֿם׽յص٭َت乃⴫
؅㱤מ״ג׾
　スポーツ庁は、SFT※の一環として、日本
のスポーツ分野における感染症対策の知
見を基に、他国への感染症対策整備の支
援を決めました。本事業は、感染症対策の
専門家の派遣（ウェビナーの実施）、ガイド
ラインの翻訳・海外展開、映像資料の制作・
海外展開の3つの事業で構成されます。

案件哭要

案件哭要

業務第三部	業務第一課
㶾٧⹾	⽰⪯
（おがぐち	かずのり）

業務第三部	業務第二課
䄫䃷	乃㯸
（いちかわ	ふみこ）

┉芗氳ם
⛥憇碛䤗软

عスؤס

ג׿⨣
⛥憇碛䤗软㵵⪌ס

鴑ⱶؤスع

 "%#鵟䅻鞲本靸嶎璡 +$.日本㓹ꄋ
 僗⨑�扛⨑ 扛⨑ס⩗䎎

◄哅㲔产国׾ֽׄמ"%#勅♭ؤסスع

 峪㲜Ⲗ冽؝ス ⯡峎泘嘅
 䪶⭳⯡峎Ⲗ冽 鷼䡗מ孨榫

※	SFT(Sport	for	Tomorrow：
スポーツ・フォー・トゥモロー )
スポーツを通じた国際貢献・

国際交流事業

※Joint	Crediting	Mechanism

 㲔产国 日本

オンラインセミナー（ウェビナー）の様子	↑
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スタートアップ企業への人材協力により、フィリピンに
おける福祉分野の開発課題に貢献する本邦企業の途
上国ビジネス展開を後押しする
ӳ+*$4の取組み

業に☔免を孬鸦♿י״⮣、業の要僶に䑴ֻ♿وشタートؓت
　JICSは（独）日本貿易振興機構（JETRO）「日ASEAN新産業創出実証事業」にお
いて、3Dプリント義足の設計製造・販売を行うスタートアップ企業、インスタリム（株）
のフィリピンでの事業化を、「3Dプリント義足製作ソリューション事業化可能性検討
事業」の共同実施という形で支援しましたが、同社が無事にフィリピンで事業を開始
した後も支援を継続しています。多くのスタートアップ企業の悩みである人手不足
はインスタリムにとっても切実で、同社の要望により、JICSは東京本社に業務企画室
（当時）のベテラン職員、松浦信一を派遣しました。具体的には、インスタリムが受
託した（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）委託事業「研究開発
型ベンチャー支援事業」のリサーチエンジニアとしてプロジェクトマネジメントに携
わるとともに、経理・調達購買・総務などのバックオフィス業務までの幅広い支援を
展開しました。

業に骰を糋♿وشタートؓت יとで釤ֻׂ׆ׂ る䶹援ニーズ
　JICSは過去にインスタリムに対して、さまざまな形での支援を検討してきました
が、途上国の障がいのある人を対象にオーダーメイドの義足を届けるという公益性
のあるビジネスモデルを踏まえ、JICSのノウハウを有効に活かす観点からも、人材
の派遣が企業のニーズに沿っていると考えました。出向中は上述の業務に加え、公
的支援スキーム応募のためのフィリピンでの事前調査などもこなす一方、企業内に
入り込み、どうビジネスを立ち上げるか、いわば経営に一番近いところで仕事をす
る新たな経験も得られ、スタートアップ企業が真に必要としている支援が見えてき
ました。こうした支援ニーズは多くのスタートアップ企業にもあると感じており、今
後も企業に人材を送り出す可能性はあると考えています。

و%� ס紶餉錃銶邮鵰鞄㚞ع٤ٛ
٤䶹䭤؛ث٤ـ؅وشؓع٭ذت
　アジアでは義足需要の高いフィリピン
で、独自開発の3Dプリンタや設計ソフトウェ
アなどを使った低価格・短納期の義足ソ
リューションを事業化したインスタリム株式
会社（東京都）の業務支援のため、JICSか
ら人材を派遣しました。リサーチエンジニア
の立場で研究部門のサーベイ業務を推進
し、その合間を縫ってはバックオフィス、プ
ロジェクトマネジメントの支援にあたり、開
発コンサルタントの立場だけでなく、スター
トアップ企業の中に入ってハンズオンで支
援しました。

案件哭要

新規事業開拓室
冋宣	⟓┉

（まつうら	しんいち）

新規事業開拓室
ⱶ諰	ꥒ㜀

（かとう	ゆうた）

新規事業開拓室
냕儒	槳紆㯸

（たかぎ	るみこ）

←		フィリピンでの	↑
従来型義肢装具
製作所の視察

←		3Dプリンタが並ぶインスタリム（株）の事務所

被験者	→
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JICSの主要事業対象国 （2018-2020年度新規案件）

〔�件〕
アルメニア／
モルドバ

 

〔��件〕
エジプト／エリトリア／ガーナ／
カーボベルデ／ガボン／カメルーン／
ガンビア／ギニア／ケニア／コートジボワール／
コモロ／コンゴ共和国／コンゴ民主共和国／
サントメ・プリンシペ／シエラレオネ／
ジブチ／セネガル／チャド／トーゴ／
ニジェール／ブルキナファソ／
ブルンジ／ベナン／マダガスカル／マリ／
モーリタニア／モロッコ／リベリア／レソト

〔�件〕
ヨルダン

〔��件〕
インド／インドネシア／
カンボジア／ネパール／
パキスタン／
バングラデシュ／
フィリピン／ブータン／
ベトナム／マレーシア／
ミャンマー／モルディブ／
モンゴル／ラオス／
東ティモール
 

〔��件〕
キリバス／クック諸島／サモア／
ソロモン／ツバル／トンガ／ナウル／ニウエ／
バヌアツ／パプアニューギニア／
パラオ／フィジー／マーシャル／
ミクロネシア

〔��件〕
アンティグア・バーブーダ／エクアドル／
エルサルバドル／ガイアナ／キューバ／
グアテマラ／グレナダ／コスタリカ／
ジャマイカ／スリナム／
セントクリストファー・ネービス／
セントビンセントおよびグレナディーン
諸島／セントルシア／チリ／
ドミニカ共和国／ハイチ／パナマ／
パラグアイ／ブラジル／ペルー／
ボリビア／ホンジュラス

　　

アフリカ地域 アジア地域

大洋州地域

中南米地域

ヨーロッパ地域（NIS諸国含む）

中東地域

パキスタン

バングラデシュ

インドネシア

ジブチ

ヨルダン

モルドバ

マダガスカル

フィリピン

モンゴル

ペルー

ミャンマー

ラオス

アフガニスタン

セネガル

ブルキナファソ

マリ

ギニア

コンゴ民主共和国

無償資金協力関連事業
技術協力 
関連事業

有償資金協力 
関連事業

国際機関等 
関連事業 その他 総計機材調達※1 

（調達代理）
施設建設※2 

（調達代理）
事業・運営権 

対応型
その他※3 

審査・調査等

アジア 28 1 1 2 0 0 0 2 34

アフリカ 76 1 0 2 2 1 0 2 84

大洋州 49 2 0 0 0 0 0 0 51

中東 2 0 0 0 0 0 0 0 2

中南米 35 0 0 3 0 0 0 3 41

ヨーロッパ 0 0 0 1 0 1 0 1 3

複数国 0 0 0 10 1 5 2 4 22

その他国内等 0 0 0 3 0 0 0 0 3

合計 190 4 1 21 3 7 2 12 240

▼ 2018-2020年度の新規案件地域・事業別件数

※	１	 �機材調達（調達代理）が主となるスキーム：食糧援助、経済社会開発計画、緊急無償、紛争予防・平和構築無償、調達代理方式無償（機材）
※	２	 �施設建設（調達代理）が主となるスキーム：調達代理方式無償（施設）
※	3	 その他審査・調査等：文化無償、一般無償の機材調達、施設建設関連業務を含む。
※	4	 専門家派遣実績国は含まない。
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〔�件〕
アルメニア／
モルドバ

 

〔��件〕
エジプト／エリトリア／ガーナ／
カーボベルデ／ガボン／カメルーン／
ガンビア／ギニア／ケニア／コートジボワール／
コモロ／コンゴ共和国／コンゴ民主共和国／
サントメ・プリンシペ／シエラレオネ／
ジブチ／セネガル／チャド／トーゴ／
ニジェール／ブルキナファソ／
ブルンジ／ベナン／マダガスカル／マリ／
モーリタニア／モロッコ／リベリア／レソト

〔�件〕
ヨルダン

〔��件〕
インド／インドネシア／
カンボジア／ネパール／
パキスタン／
バングラデシュ／
フィリピン／ブータン／
ベトナム／マレーシア／
ミャンマー／モルディブ／
モンゴル／ラオス／
東ティモール
 

〔��件〕
キリバス／クック諸島／サモア／
ソロモン／ツバル／トンガ／ナウル／ニウエ／
バヌアツ／パプアニューギニア／
パラオ／フィジー／マーシャル／
ミクロネシア

〔��件〕
アンティグア・バーブーダ／エクアドル／
エルサルバドル／ガイアナ／キューバ／
グアテマラ／グレナダ／コスタリカ／
ジャマイカ／スリナム／
セントクリストファー・ネービス／
セントビンセントおよびグレナディーン
諸島／セントルシア／チリ／
ドミニカ共和国／ハイチ／パナマ／
パラグアイ／ブラジル／ペルー／
ボリビア／ホンジュラス

　　

アフリカ地域 アジア地域

大洋州地域

中南米地域

ヨーロッパ地域（NIS諸国含む）

中東地域

パキスタン

バングラデシュ

インドネシア

ジブチ

ヨルダン

モルドバ

マダガスカル

フィリピン

モンゴル

ペルー

ミャンマー

ラオス

アフガニスタン

セネガル

ブルキナファソ

マリ

ギニア

コンゴ民主共和国

ヨーロッパ
�.�%

複数国
�.�%

その他国内等
�.�%

アジア
��.�%

大洋州
��.�%

中東
�.�%

中南米
��.�%

アフリカ
��.�%

地域別
件数比率

� ブルキナファソ中学校校舎建設引渡し式 → � 雨天に開催されたナウル向けタグボート進水式における支綱切断 →
●ローカルスタッフ数　18カ国　21名
（2021年8月1日現在）
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援助形䛜⮯・㜵約⩝⮯事業⹜沟実竮	����・����䇗䈱
JICSの事業収益（（P.30）　2019・2020年度 正味財産増減計算書　Ⅰ一般正味財産増減の部　１．経常増減の部（１）経常収益　
②事業収益）をODAの援助形態ごとおよび契約先別に分けて示したものです。

援助形䛜⮯事業⹜沟実竮����䇗䈱

㜵約⩝⮯事業⹜沟実竮����䇗䈱

（単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）援助形䛜⮯事業⹜沟実竮����䇗䈱

㜵約⩝⮯事業⹜沟実竮����䇗䈱

☽סא
��

扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽◄哅

��

䤗软協力꞊鵽◄哅
��

⠺堐꞊鵽◄哅
��

国際嚀꞊璡꞊鵽◄哅
��

逇䭤Ⲃ国䷓䈡մ
1
�2������

㛙ⳉ泸մ
�2��0�

☽סא
�01���

国際嚀꞊璡մ
1�0���

国際協力嚀啶մ
������

����

����

����

����

����
















扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽◄哅
1
�02

䤗软協力꞊鵽◄哅
�2

⠺堐꞊鵽◄哅
��

国際嚀꞊璡꞊鵽◄哅 1� ☽סא �1

����1�1�01
���

����21���1
��1

2212222�1001
�11

2�10�1���02
2��

☽סא
��

扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽◄哅

��

䤗软協力꞊鵽◄哅
��

⠺堐꞊鵽◄哅
��

国際嚀꞊璡꞊鵽◄哅
��

逇䭤Ⲃ国䷓䈡մ
1
������0�

㛙ⳉ泸մ
������

☽סא
����2�

国際嚀꞊璡մ
��2�2�

国際協力嚀啶մ
1��11�1�

援助形䛜⮯事業⹜沟実竮の䫟燯���������䇗䈱（単位：百万円） （注）	百万円未満を四捨五入しているため合計値が一致していないことがある。
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����・����䇗䈱事業報⼔

扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽事業

事業 事業内容
2019年度実績 2020年度実績

新規件数 継続件数 新規件数 継続件数

��鐧鷼♏杼٬鐧鷼泃杼哅ⳉ
	1
磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆鐧鷼♏杼 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆鐧鷼♏杼 �0 �1 �1 10�
	2
扛⨑鐧鷼♏杼عؠؘةٞو٤٬ؿ 扛⨑鐧鷼♏杼عؠؘةٞو٤٬ؿ ˓ �2 ˓ 22
	�
괏砝䭤Ⲃ鐧鷼♏杼 괏砝䭤Ⲃ鐧鷼♏杼 1� 2� 1� 2�
	�
鐧鷼♏杼亠䌋	嚀免勅♭
扛⨑鐧鷼♏杼 鐧鷼♏杼亠䌋	嚀免勅♭
扛⨑鐧鷼♏杼 ˓ 2 ˓ 2
	�
秴䓦扛⨑鐧鷼♏杼 秴䓦扛⨑鐧鷼♏杼 1 1 ˓ 2
	�
碏◁◀ꡔ٬䇖⽰啶疣扛⨑鐧鷼♏杼 碏◁◀ꡔ٬䇖⽰啶疣扛⨑鐧鷼♏杼 1 � ˓ �
	�
靿㍭鱔妨䶹䭤鐧鷼♏杼 靿㍭鱔妨䶹䭤鐧鷼♏杼 ˓ 1 ˓ ˓
	�
ꡔ愤٬愤㲹䐝艄䶹䭤扛⨑鐧鷼♏杼 ꡔ愤٬愤㲹䐝艄䶹䭤扛⨑鐧鷼♏杼 ˓ 2 ˓ ˓
	�
◄哅٬鷞ㅀ嘤㵚䑴㑔扛⨑鐧鷼♏杼 ◄哅٬鷞ㅀ嘤㵚䑴㑔扛⨑鐧鷼♏杼 ˓ � ˓ �
	10
鐧鷼♏杼亠䌋	产錃勅♭
扛⨑鐧鷼♏杼 鐧鷼♏杼亠䌋	产錃勅♭
扛⨑鐧鷼♏杼 1 1 1 1
	11
ِٖؤ テؔؼ ꝧ氦䶹䭤扛⨑鐧鷼♏杼 ِٖؤ テؔؼ ꝧ氦䶹䭤扛⨑鐧鷼♏杼 ˓ 12 ˓ �
	12
梪㗞٬妳⠮㚺Ⳃ㵚瓀扛⨑鐧鷼♏杼 梪㗞٬妳⠮㚺Ⳃ㵚瓀扛⨑鐧鷼♏杼 ˓ � ˓ �
	1�
乃⴫扛⨑鐧鷼泃杼 乃⴫扛⨑鐧鷼泃杼 ˓ � ˓ �
	1�
┉芗扛⨑鐧鷼泃杼 ┉芗扛⨑鐧鷼泃杼 1 2 ˓ 1

鐧削٬㴯削哅ⳉ
	1
乃⴫扛⨑鐧削 蔈ס劮乃⴫扛⨑׾➟מ◄⯥鐧削 2 2 1 ˓
	2
協力嶖⤓鐧削嚀免丝⤓銶槆 产䄄㲔䛜鐧削協力嶖⤓鐧削嚀免丝⤓銶槆璡 2 2 ˓ �
	�
㴯削 日本/(0鵽䯥扛⨑ 1 ˓ 1 ˓

䤗软協力꞊鵽事業
䤗软⶜ⱱ䶹䭤◄哅
	1
䤗软協力䶹䭤	סכع٤ذٜئ٤ؤ協⥸
 嚀免鐧鷼䶹䭤յ䋦錃⪌儘䶹䭤յ㜵硜➢鶟յ产䄄泃杼 1 2 ˓ 1
	2
嚀免鐧鷼䶹䭤 ☼喋傴⛼䡗嚀免鐧鷼յ产䄄泃杼 ˓ 2 ˓ 1

有⨑鞲ꄋ協力꞊鵽事業
	1
⫃⠺堐鐧鷼泃杼哅ⳉ 鐧鷼꞊鵽傴걉ס拨⺬յ泃削յٜئ٤ؤテؔ ء٤ ˓ 2 2 1
	2
⫃⠺堐鐧削璡 鐧削յ㲔产➢鶟 � 1 1 2

国際嚀꞊璡꞊鵽事業
国際嚀꞊璡◄哅 鐧鷼♏杼鐧鷼ٜئ٤ؤテؔ 孬鸦璡ס釐⿦ء٤ ˓ � 1 �

その☽事業
	1
 ⺨泸䇳遨Ⲃꄋ◄哅յ㲆妨鵽䯥յ妨ꝴס٭ذؠج

嚀免鐧鷼䶹䭤٬鐧削 稀ⳉ泸鐧削璡 � 1 � 1

	2
╈㵸♿哅䶹䭤׾➟מ勅♭⴫鐧削璡 +*$"勅♭⴫鐧削յ俊⹕㲔錞◄哅յ+&530㲔錞◄哅յٓ ذٛؼ 鐧削ء٤ ˓ 2 ˓ 1

	�
㵠ꝛ㳃♿哅䶹䭤釐⿦ס孬鸦 ˓ � ˓ ˓ 2

䶹援事業
/(0䶹䭤◄哅 䶹䭤㍚⛮ס㴯削٬婊㲊ֽצ׻孨Ⳃ鞲ꄋס䶹䭤 �㍚⛮ �㍚⛮

国際協力に꞊する普⹕゛氦
䇶報٬゙ 氦孨Ⳃ +*$4亸车⵳㰢铺䈳  �㍑  �㍑ 

 催二 ꣭侇 ꣭侇ة٭ムً٭ٌ
年報氦车 ⽰٬葏撶 ˓
国際協力꞊鵽䗯報鎾鋗◄䫴鬼 ꣭侇 ꣭侇 
国際協力ؕع٤ي璡⭳㷣  1㍑  ˓

◄哅㲔竮
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国⮯╚要実竮	���������䇗䈱二規案件

国名
無償資金協力関連事業

技術協力	
関連事業

有償資金協力
関連事業

国際機関	
関連事業 その他 総計機材調達※1	

（調達代理）
施設建設※2	
（調達代理）

事業・運営権
対応型

その他※3	
審査・調査等

㏐㓊ؓةؓ
غ٤ؕ 1        1
シؓؾغ٤ؕ 1        1

ؓة٤ٍ؜ 2 1      1 �
ٜ٭قؾ �        �
٤ذス؞ق 2        2
ء٤ٚف シٖظ 1   1     2
نؔ ٤مٛ 1        1
٤ذ٭ه 1        1
ムػعي 1        1
シؓ٭ُٝ 1        1
ِٔ ٭٤ُ �  1     1 �
ظٜؔٓ ه �        �
ٜإ٤ٓ 2        2
ス؛ٚ �   1     �
典テؔ ٜ٭ٓ 1        1

♭丗	銶	㏐㓊ؓةؓ �� � � � � � � � ��

نٛؓ ㏐㓊؜
عوةؙ 1        1
ؙ عٛٛ ؓ 1        1
ػ٭؝    1     1
ظٜيٍ٭؜ �        �
٤ٍ؝ 1        1
٤٭ْٜ؜ 2        2
ؓل٤؝ �        �
ؓؼ؟ 2        2
ؓؼآ 1 1
ٜ٭٠ٍةع٭ؤ 1   1  1   �
ٞٓؤ �        �
国⽰⪧إ٤ؤ 2        2
妨╚⪦⽰国إ٤ؤ �        �
ع٤ْئ و ٤ٛシً �        �
シؙٚٝؾ؛ 1        1
زهة 2 1   1    �
ٜ؝ؾج �        �
زٔ غ 1        1
إ٭ع �        �
ٜ٭ؘةؼ �        �
نؒػ؞ٜه خ �        �
ة٤ٜه 2        2
٤ػي �    1    �
ٜ؜ス؝رُ 2        2
ُٛ �        1 �
٭ٓ ؓؼذٛ �        �
ؤشٞٓ 2        2
ؓٛيٛ 2        2
عخٝ 1        1
نٛؓ 銶♭丗	㏐㓊؜ �� � � � � � � � ��

㛻嬣䃸㏐㓊
؞ スفٛ �        �
钥㼖ؠشؠ 2        2
ؓٓئ �        �
٤ٓٞخ 2        2
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国名
無償資金協力関連事業

技術協力	
関連事業

有償資金協力
関連事業

国際機関	
関連事業 その他 総計機材調達※1	

（調達代理）
施設建設※2	
（調達代理）

事業・運営権
対応型

その他※3	
審査・調査等

ٜفص �        �
؝٤ع 2        2
ٜؗػ �        �
ؙؗؼ 2        2
صؓؽف �        �
ؓؼ؟٭ٖؼؓوق � 1       �
؛ٚق �        �
نؔ ٭ة �        �
シٔ٭ُ ٜ � 1       �

シؓؾٞؠِ �        �
㛻嬣䃸㏐㓊	銶	♭丗
 �� � � � � � � � ��

╈典㏐㓊
٤رٜٙ 2        2
╈典㏐㓊	銶	♭丗
 � � � � � � � � �

╈⶟眦㏐㓊
ؓ٤テؔ ء ر٭ه٭ف٬ؓ 2        2
ؠؙ غٜؓ 2        2
غٜفٜئؙٜ 1        1
ػؓؕ؝    2     2
ف٭ٖ؞ �        �
テُٚؓء 1        1
ءٝ رػ 2        2
ذスٛؤ ؜ 1        1
ةٔ ؜ُؕ 2        2
ス ムػٛ 2        2
ؠٛع٤ج スنؒع スل٭ؾ٬٭ 1        1
ءٝצ׻ֽع٤ج٤لع٤ج ظؔػ ٤钥㼖٭ 1        1
シٜؓع٤ج 1        1
ٛز 1        1
غِ 国⽰⪧؜ؼ 1        1
زؕـ �        �
ُػق 1        1
ؕؓءٚق 2        2
ٜةٚه    1     1
٭ًٜ 1       � �
ٍ ؓلٛ �        �
ة٤ٌٖ ٚス 2        2
╈⶟眦㏐㓊	銶	♭丗
 �� � � � � � � � ��

埪䃸/*4钥㎁׳⻠؅㏐㓊
ؓؼْٜؓ    1     1
ٓ فغٜ      1  1 2
埪䃸/*4钥㎁׳⻠؅㏐㓊	銶	♭丗
 � � � � � � � � �

㏐㓊؅飈ֻג邾丗㎁
邾丗国    10 1 � 2 � 22
㏐㓊؅飈ֻג邾丗㎁	銶♭丗 � � � �� � � � � ��

㎁⫂
国⫂    �     �
㎁⫂	銶♭丗 � � � � � � � � �

稀銶 ��� � � �� � � � �� ���

˥   嚀免鐧鷼鐧鷼♏杼ֿ ム괏砝䭤Ⲃյ磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆յ秴䓦扛⨑յ碏◁◀ꡔ٬䇖⽰啶疣扛⨑յ鐧鷼♏杼亠䌋扛⨑嚀免٭؞ス׾םכ╚
˥   产錃䋦錃鐧鷼♏杼ֿ ム鐧鷼♏杼亠䌋扛⨑产錃٭؞ス׾םכ╚
ն׳⻠嚀免鐧鷼յ产錃䋦錃꞊鵽哅ⳉ؅ס⨑㴯削٬鐧削璡乃⴫扛⨑յ┉芗扛☽סא � ˥
˥ � 㵠ꝛ㳃孬鸦㲔竮国ַםױ⻠עն
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扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽事業
磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆
新規/継続 国名 案件名 調達品目 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 ؓ٤テؔ ء ر٭ه٭ف٬ؓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 宾謬ꢜ⸻嚀免 2 2020�11��0

ؓ٤テؔ ء ر٭ه٭ف٬ؓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免幨瀳璡 2 201����11
غ٤ؕ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 10 2020����1
シؓؾغ٤ؕ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 䋦錃ꄆ嚀噛匛憠吾髪璡 � 201����2�

ؠؙ غٜؓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
عوةؙ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 10 2020�10�21
غٜفٜئؙٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
٤ٍ؝ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
٤٭ْٜ؜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2
٤٭ْٜ؜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 鱔哅嚀免ٚع յ䲭牊嚀璡٭ذؠ 2 201����20
ؓة٤ٍ؜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 20 2020����
ؓة٤ٍ؜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 产錃䋦錃⠐䈻 2 201�����1
ؓؼ؟ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ؓؼ؟ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免芷㛙嚀յ⟊⬈髪璡 2 201����2�
ف٭ٖ؞ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
ف٭ٖ؞ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ┸ス髪ف⪧⪛ 10�� 201����2�
؞ スفٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 2�� 2020���2�
؞ スفٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 㛻㑔氦꧅嚀 1��� 2020���2�
؞ スفٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免邮姦嚀յ뇹⮉了嚀璡 2 201��10�2
؞ スفٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免յ宎峬芷 � 201��10�2
テُٚؓء 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
钥㼖ؠشؠ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���1�
ءٝ رػ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 宾謬ꢜ⸻嚀免 2 2020�12�1
ءٝ رػ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免邮姦嚀յ뇹걉逮Ⱏ嚀璡 2 201��10�1�
ٜ٭٠ٍةع٭ؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ٞٓؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020����
ٞٓؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 냕鵭苙 � 201��12��
国⽰⪧إ٤ؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1�� 2020�11�11
国⽰⪧إ٤ؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 鱔哅嚀免ٚع յ䲭牊嚀璡٭ذؠ 2 201��10��1
妨╚⪦⽰国إ٤ؤ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ؓٓئ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1�� 2020���11
ؓٓئ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 芷鞁㲘芷 2� 201��10�2
زهة 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
ةٔ ؜ُؕ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 2 2020���1�
ةٔ ؜ُؕ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 宾┕⟊㱦٬愤㲹㵚⭚嚀免 � 201��12�12
ٜ؝ؾج 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
ٜ؝ؾج 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 2�� 201����1�
ؠٛع٤ج スنؒع ٭ؾ٬٭
スل 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免 2 201����1�

シٜؓع٤ج 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免幨芷յ幨瀳յ┕几錃⤓璡 2 201����1�
٤ٓٞخ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
٤ٓٞخ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免ٍع٭☽⺨牊յ髪魀 2 201����1�
زٔ غ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⟊㱦嚀免 � 201��10�1
ٛز 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ٜفص 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���1�
ٜفص 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 氦꧅嚀 1�11 2020���1�
غِ 国⽰⪧؜ؼ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
؝٤ع 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 髪┸ 1 2020���2�
؝٤ع 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1�� 2020����
ٜؗػ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���2�
ٜؗػ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 䋦錃髪┸璡 2 2020���2�
ؙؗؼ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���1�
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新規/継続 国名 案件名 調達品目 E/N額（億円） E/N締結日
ٜ٭ؘةؼ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 媩㱦禴䧏嚀免 � 2021�1�1�
ٜ٭ؘةؼ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���2�
ٜ٭ؘةؼ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 畀丗遨Ⲃ䷷免յؒن シٛ テ٭ذ٭溿⟣䷷免 � 201����2�
ٜ٭قؾ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
زؕـ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
٤ذス؞ق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 鞁擻吾削錃⤓ 1� 201����2�
ُػق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���22
صؓؽف 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���22
صؓؽف 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免յ⵳殴㍑錚髪յِإ⹜꥗髪 � 201����1�
ؓؼ؟٭ٖؼؓوق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 宾┕⟊㱦꞊鵽嚀免 10 2020���2�
ؓؼ؟٭ٖؼؓوق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
ؓؼ؟٭ٖؼؓوق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 䋦錃嚀危鷹饟 � 201��11��
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 宾嬣ٝ٭ر٭システム � 2021�1�1�
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 閛㴔髪┸յ宯勪噛յ氦꧅嚀յꄋ㷯䫒湳嚀璡 1 2020���1�
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 芑饟嘅閁յ⛼哅芷 ��� 2020���12
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 عյ9稗䲯䏅逷糋յ氦꧅嚀յٚع٭ٍ ٭ذؠ 2 201�����
؛ٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 芑饟愉嘅 2 201�����
ؕؓءٚق 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ء٤ٚف シٖظ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 岐◒䢔䫁⯡嚀 � 2020�1�2�
典テؔ ٜ٭ٓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���1�
نؔ ٭ة 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
نؔ ٭ة 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 扛稗システムյ宎峬芷յ邮姦嚀璡 ���� 2020���2�
نؔ ٤مٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ㏐┖ꇠシِٖ ٭ذ٭ٝ 12 201��2�21
٤ذ٭ه 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
نؒػ؞ٜه خ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 媩㱦㵚瓀嚀免 � 2021�2�2�
نؒػ؞ٜه خ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020�10��
نؒػ؞ٜه خ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 鷹饟遨⟣丝⤓嚀免 � 201��10�1�
ムػعي 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 20 2020����
٤ػي 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
٭ًٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���21
ٍ ؓلٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 叜冷愁愤㵚瓀嚀免 � 2020�12��
ٍ ؓلٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ٍ ؓلٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ة٤ٌٖ ٚス 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ٤愤㲹䐝艄꞊鵽嚀免٭آٛـ � 2021�2�2�
ة٤ٌٖ ٚス 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���12
シٔ٭ُ ٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 ���1 2020���11
シٔ٭ُ ٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 鬭媧 ���1 2020���1�
シٔ٭ُ ٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免ٍع٭璡 2 201����1�
シٔ٭ُ ٜ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 芷⵳殴芷յ⵳殴嚀免 ��� 201����1�
ٜ؜ス؝رُ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ٜ؜ス؝رُ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 201����2�
ُٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⟊㱦嚀免髪┸յ⵳殴嚀免璡 � 201��11�12
シؓ٭ُٝ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2021�1�22

シؓؾٞؠِ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 ���2 2020���12
シؓؾٞؠِ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 狜峳⟊㱦吾削嚀免 � 201����22

ِٔ ٭٤ُ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 20 2020����
٭ٓ ؓؼذٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1 2020���1�
٭ٓ ؓؼذٛ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⟊㱦嚀免ُؕفٞؠスյؠشم 璡وشؓ 2 201����2�
ظٜؔٓ ه 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020����
ؤشٞٓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���10
ؤشٞٓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⮔ⳉ䢥绷哅鋌穒嚀免 2�� 2020�1��
ٜإ٤ٓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 10 2020���1�
ٜإ٤ٓ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 舅抅⟊閾嚀免鵟⟓嚀㉺䯋鬼髪┸ 2 201����12
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新規/継続 国名 案件名 調達品目 E/N額（億円） E/N締結日
٤رٜٙ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 � 2020���2�
٤رٜٙ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 寕ꡔ髪┸ � 201�����
ス؛ٚ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⵳殴嚀免 1� 2020����
ス؛ٚ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 ⟊㱦嚀免 2 201����20
ス؛ٚ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 溍媧邮⿁յꇠꍅ邮⿁ � 201����20
ス؛ٚ 磬岷炘⚡ꝧ氦銶槆 姡榤꞊鵽嚀免 2 201����20

新規/継続 国名 調達品目
禆禈 邾丗国ؓؼ؝نス٤ذյؓ ٤テؔ ء յؕر٭ه٭ف٬ؓ ٚ٤յؙ ؠ غٜؓ յؙ յؓم؛ز

غٜفٜئؙٜ յؓة٤ٍ؜յؓؼ؟յف٭ٖ؞յ؞ ء钥㼖յٝؠشؠスյفٛ յرػ
ذスٛؤ յスزهةյؓٓئ妨╚⪦⽰国յإ٤ؤյؓل٤ٞؤյ؜ ムյスٛٚػٛ յ؜٤
ؠٛع٤ج スنؒع ءٝצ׻ֽع٤ج٤لع٤جスյل٭ؾ٬٭ ظؔػ ٤ج٤钥㼖յ٭
غյِٜفصյؕذシؓյٜع յـٜ٭قؾյؓءٚ؜ؼյؙؗؼյٜؗػյ؜ؼ յزؕ
ء٤ٚفյؕؓءٚقյ؛ٚقյؓؼ؟٭ٖؼؓوقյُـفյصؓؽف٤յذス؞ق
シٖظ յ典テؔ نյٜؔ٭ٓ نյؔ٭ة نؒػ؞ٜه٤յمٛ ムյٌػعيյخ ة٤ٖ ٚ
スյُ シٔ٭ ٜյُ յُٜ؜ス؝ر յِٛ シؓյِؾٞؠ յٓ٭٤ُٔ ٭  յؓؼذٛ
ظٜؔٓ յٙه 国؜٤մ�1رٜ

201�年䈱201׼־�年䈱סךױ&�/稤磵勅♭մ銶�1♭
٬ꡔ愤嚀免颯꧟髪յテع٤յ妳霄鈝峮逷糋☽ 
٬⵳殴嚀免⵳殴榫抏ⷋ愿յ䷫䓦髪☽
٬⟊㱦嚀免
٬二鵰芷յ䃽釱芷յ峳嵶丝⤓嚀免
٬孶姡逷糋յ宾姡屭姡⴫逷糋յ媧心⭚杼嚀免
٬㏐ꦽꢜ⸻꞊鵽嚀免
٬姡榤꞊鵽嚀免
٬-1(յ溍媧邮⿁
٬䋦嚀յ閛㴔髪┸յׇ  ⹜꥗髪մ璡ײ

⨑扛عؠؘةٞو٤٬ؿ
新規/継続 国名 調達品目
禆禈 邾丗国ؓؼ؝نス٤ذյؕ ؙْ٤յؕ シؓյؗؾغ٤ ؠٚ յؗػؕ ٤յؙذス؞يث

غٜفٜئٜ յػؓؕ؝յ؟ٜ؞スյؓؼآյスٛٚ ءצ׻ֽع٤ج٤لع٤جյ؜٤
ظؔػٝ غյِٜفصյؕذシؓյٜع٤ج٤钥㼖յ٭ غյِ؜ؼ յ؝٤ع国յ⽰⪧؜ؼ
ؘٛةؕػ ؓյٜؗػյؓؼ؟٭ٖؼؓوقյؔن ٤յٍمٛ スؼ صؘٜى٬ؓ յػلإ
յٜٓ؜ス؝رُ յٜٙإ٤ ٤رٜ
国؜�2

200�年䈱201׼־�年䈱סךױ&�/稤磵勅♭մ銶�2♭ 
٬-1(յ鬭媧 
⵳殴嚀免յ焰炮嚀免 

٬䋦嚀յׇ ⹜꥗髪յٝײ ス٭ٖ؞髪 
٬域┩♏舅Ⳃ髪 
٬幨哅꞊鵽嚀免 
٬梪㗞銶峮嚀免յ妳霄鈝峮嚀免 
٬ꡔ愤嚀免 
٬宾姡屭姡⴫逷糋 
٬䄄⛼嚀危մ璡 

괏砝䭤Ⲃ	
新規/継続 国名 案件名 調達品目 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 ؙ عٛٛ ؓ 괏砝䭤Ⲃ 㵸뜷 � 201�����

ظٜيٍ٭؜ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦յ㵸뜷 2�� 2020���1�
ظٜيٍ٭؜ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦յ㵸뜷 2 201��10��
ظٜيٍ٭؜ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦յ㵸뜷 2�� 201����1�
ؓل٤؝ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2�� 2020�11�20
ؓل٤؝ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2�� 201��10��
ٞٓؤ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2 2020����
ٞٓؤ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2 201��12��
妨╚⪦⽰国إ٤ؤ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020�10�1�
妨╚⪦⽰国إ٤ؤ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��12�1�
ع٤ْئ و ٤ٛシً 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2�� 2020�12�11
ع٤ْئ و ٤ٛシً 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��11�11
シؙٚٝؾ؛ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2 201��2�2�
ٜ؝ؾج 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2�� 2020���1�
ٜ؝ؾج 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 ��� 201����1�
إ٭ع 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020�12��
إ٭ع 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��11�2�
ٜ٭ؘةؼ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020���2�
ٜ٭ؘةؼ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��10��
زؕـ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020�10�1�
زؕـ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��11�2�
زؕـ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201����11
نؒػ؞ٜه خ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020�10��
نؒػ؞ٜه خ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��10�1�
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新規/継続 国名 案件名 調達品目 E/N額（億円） E/N締結日
ة٤ٜه 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 ��� 2020�12�1�
ة٤ٜه 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201�����
٤ػي 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 ��� 201��10�1�
ُٛ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 201��11�12
٭ٓ ؓؼذٛ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 � 2020���2�
٭ٓ ؓؼذٛ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 ��� 201����2�
ؓٛيٛ 괏砝䭤Ⲃ ䷓䈡眦 2�� 2020����

新規/継続 国名 調達品目
禆禈 邾丗国ؗر٤؝յظٜيٍ٭؜յؓل٤؝յٜ٭٠ٍةع٭ؤյٞٓؤյع٤ْئ

و ٤ٛシًյٜ؝ؾجյإ٭عյػ յـٜ٭قؾյٜ٭ؘةؼյؓلِ ػ؞ٜهյزؕ
نؒ ٤յُػيյة٤ٜهյخ յُٜ؜ス؝ر յٛٓ ٭ յٛؓؼذٛ ؓٛي յٝ  عخ
国؜20

201�年䈱201׼־�年䈱סךױ&�/稤磵勅♭
銶2�♭
䷓䈡眦յ㵸뜷յ㵸뜷睖

鐧鷼♏杼亠䌋嚀免勅♭ס扛⨑資ꄋ⶜ⱱ٬秴䓦扛⨑資ꄋ⶜ⱱ
新規/継続 国名 案件名 調達品目/案件概要 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 妨╚⪦⽰国إ٤ؤ ׌㵚מ轑掂孱车⭳ٍؙٚ׾ֽׄמ妨╚⪦⽰国典鼧إ٤ؤ

秴䓦扛⨑鞲ꄋ協力׾ ⵳殴嚀免璡 ��� 201����22

禆禈 ِٔ ٭٤ُ ِٔ 秴䓦扛⨑鞲ꄋ協力׾׌㵚מ鹴ꦘ妨׾׌䅯麃מ٭٤ُ ⛨㱝յِٖؤ テؔؼ ☽䋦錃٭ذ٤ج٭ ��� 201��2�2�

ِٔ ٭٤ُ ِٔ ꧅力❠礡秴䓦䷉ャ銶槆٭٤ُ ِٔ ٤ؓؗ٤愁力氦꧅䢥⺸ׄ؝スؙ٤ة٤㑔 
氦꧅嚀丝⤓ 2� 201��2��

ス؛ٚ ⶟鼧㏐㓊׾ֽׄמ┘氦䍧ꢜ⸻סⱶ鵭⴫銶槆 ┘氦䍧ꢜ⸻㲔产ס״גס鞲嚀免 � 201��10��

碏◁◀ꡔ٬䇖⽰啶疣扛⨑
新規/継続 国名 案件名 調達品目/案件概要 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 ؓة٤ٍ؜ ㏐ꦽꢜ⸻䶹䭤عؠؘةٞو釤鲭׽鞲ꄋ ㏐ꦽꢜ⸻孨Ⳃ鞝 64�1
���
��0 201��11�22
禆禈 ؓة٤ٍ؜ ㏐ꦽꢜ⸻孨Ⳃ䍚⴫銶槆ؘن �ث٭ 廤儒ꢜ⸻嚀յꢜ⸻⛼哅⿦榫燯Ⳃ㳓艒յꢜ⸻

嚀スًؓص٭ق璡 1��1 201����2�

ؓة٤ٍ؜ ㏐ꦽꢜ⸻孨Ⳃ䍚⴫銶槆ؘن 2ث٭ 廤儒ꢜ⸻嚀スًؓص٭قյعٚو٤ر 璡ؠش ���� 201��10��0
نؔ ٤مٛ ِٖؤ׾ֽׄמ碏◁䏅ꮶ㏐㓊؛ػر٤ِ テؔؼ ꝧ氦銶槆 二錃צ⹕⟢䷉ס鷹饟סך㼖�甙䢥؛ػر٤ِ 11�1� 201����2�

ス؛ٚ ㏐亠ꝧ氦כ靿㍭⯡峎ס״גס┘氦䍧ꢜ⸻סⱶ鵭⴫銶槆
ؘن 2ث٭ 廤儒ꢜ⸻嚀յ魸껮Ⳃ髪璡 ���� 201�����

ꡔ愤٬愤㲹䐝艄䶹䭤扛⨑
新規/継続 国名 案件名 調達品目/案件概要 E/N額（億円） E/N締結日
禆禈 シؓؾغ٤ؕ 䇶㓊ꡔ愤システム丝⤓銶槆 ㏐꧟銶յ䍚꧟銶յ轼佔鵟⟓システム璡 1� 201����2�

٭ًٜ 䇶㓊ꡔ愤システム丝⤓銶槆 秴䓦閛報鴜⭳システム璡 � 2012�12�1�

◄哅٬鷞ㅀ嘤㵚䑴㑔扛⨑
新規/継続 国名 案件名 調達品目/案件概要 E/N額（億円） E/N締結日
禆禈 ِٔ ٭٤ُ ٤⶟鼧姡❠礡銶槆إ٤ٕ ⹦姡٬孶姡錃⤓丝⤓כ禴䧏畘杼 �1��� 201��10��

ِٔ ٭٤ُ ٤䄫扛⹜姡⯡峎銶槆إ٤ٕ 鿥姡畘䄄◄כ䪶姡錃⤓禴䧏畘杼 21�0� 201����1�
ؓة٤ٍ؜ ム┕姡鷹䦡䍖銶槆ع٤َ٤ؤ 孶姡㕙յ⹦姡㕑٬礡鿥姡产錃䋦錃כ禴䧏畘杼 �2��1 201�����0

鐧鷼♏杼亠䌋产錃勅♭ס扛⨑資ꄋ⶜ⱱ
新規/継続 国名 案件名 調達品目/案件概要 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 ؓؼ؟٭ٖؼؓوق ㏐亠꧅力❠礡禿䦡䍖銶槆 鴜꧅稗丢錃 10 2021�1�2�

シٔ٭ُ ٜ 宾┕⟊㱦鋌穒٬⺚♐٭ذ٤ج䋦錃銶槆 宾┕⟊㱦鋌穒٬⺚♐ס٭ذ٤ج䋦錃 ��� 2020���1�
禆禈 ِٔ ٭٤ُ 孌姡逇愤㰢劅⫋䋦銶槆 孌姡逇㲹㏐㓊㰢劅硜�0劅ס⫋䋦 12 201��2�1�



	 ◄哅㲔竮��

ِٖؤ طؔؼ ꝧ氦䶹䭤扛⨑
新規/継続 国名 案件名 E/N額（億円） E/N締結日
禆禈 ؓم؛زؙ ؓムٚـ䃸╈㰢劅䋦錃銶槆 12�0� 2011����

ؓة٤ٍ؜ 僿╈璡䷷罫产錃䦡䍖銶槆⯥٤ً٤ؿو ���1 201�����0
ٜ؝ؾج ؛؜ 䃸յテؔؠشٚ ؙス䃸⹕نؒצ テؔ 䃸╈㰢劅䋦錃銶槆ؠش 1���� 201����10
ٜ؝ؾج 䃸黽㛙╈㰢劅䋦錃銶槆ٜ٭؜ر 12�� 201����2�
ٜ؝ؾج نؒ テؔ 丝⤓銶槆٭ذ٤ج⟢䃸䷷⿦溿ؠش ���2 201����2�
ٜ٭ؘةؼ ╈㰢劅䷷㲜䋦錃銶槆 12�2� 201��11�1�
٤ذス؞ق シغ٤䃸⴮鼧鱔兎鼧㝵㯸⯥僿╈璡䷷罫䍚⴫銶槆 ���� 201����1
٤ذス؞ق シغ٤䃸⶟鼧鱔兎鼧㝵㯸⯥僿╈璡䷷罫䍚⴫銶槆 ��0� 201��2�11
ػزスٝق ِٖؤ٤峃隴رٜٙ テؔؼ ス孨Ⳃ䶹䭤銶槆ل٭ئ⪧⪛ס״גס 11��� 200��2�2�
نؒػ؞ٜه خ ╈㰢劅劅艒䋦錃銶槆 11��1 201����2�
ٜ؜ス؝رُ 瑬㍋域㵸㰢劅䋦錃銶槆 ��� 201����2�
ُٛ 瑬㍋域㵸㰢劅䋦錃銶槆 10�11 2011���2�

梪㗞٬妳⠮㚺Ⳃ㵚瓀扛⨑
新規/継続 国名 案件概要
禆禈 邾丗国ؙْؕ٤յؕ シؓյؙؾغ٤ յؙعوة ٤յٍ؝յؓم؛ز

ء٤ٚف シٖظ յ典テؔ յًٜ٭ٓ յُ٭ٜ ٛմ؜�国
㜀꣊⩞؅孨榫٭؟ٜؾ٤ؙ٭ٛؠג׊㵵⪌銶槆
叜冷⟊⪒銶槆յ妳⠮㚺Ⳃ׾׻מ舅抅愤㲹㵚⭚耆力⺸┕銶槆մ銶�♭

200�年䈱2010׼־年䈱מ&�/稤磵

乃⴫מ꞊׾׌扛⨑資ꄋ⶜ⱱ
新規/継続 国名 案件名 E/N額（億円） E/N締結日
二釨 ٜةٚه 鐧削⯥◄ס♭劮乃⴫扛⨑鞲ꄋ協力⠮遨勅ס蔈׾ֽׄמٜةٚه ˓ ˓

邾丗国 ♐⽰2年䈱蔈ס劮乃⴫扛⨑鞲ꄋ協力⠮遨勅♭ס◄⯥鐧削 ˓ ˓
邾丗国 ♐⽰⩕年䈱蔈ס劮乃⴫扛⨑鞲ꄋ協力⠮遨勅♭ס◄⯥鐧削 ˓ ˓

禆禈 ؓؼْٜؓ 塷⺒乃⴫鹦榤熭㰢溿狒٭ذ٤ج縒⹿㰢鞲乢⟣䐝٬⟊㰆嚀免丝⤓銶槆 0���� 201��2�1�
ؓؼْٜؓ ⴫嚀免丝⤓銶槆ٜذةظ㷀何⥼鞲乢ل国ㅀテٝؓؼْٜؓ 1���� 201�����0
٤ذス؞يثؗ ظ䗯報䤗软㛻㰢ْؔع٤آシذ عؓٝ 嚀免丝⤓銶槆٭ذ٤جء٤ؼ٭ 1���� 201��12��
ػ٭؝ 樑磝⯆⛼嚀免丝⤓銶槆ل鴜協⚡テٝ䷑ػ٭؝ 0��2 201�����
ٜ٭٠ٍةع٭ؤ 国ㅀ二绂٬⭳撶二炘ⷄ⯇䄄爊⹕؜٭ٜؓذةظצ 嚀免丝⤓銶槆هؕ 0���� 201����1�
٤رٜٙ عٚ׭ ⶤ擻귆䋦錃銶槆 ����� 201����1
٤ؿفٝ 国玮熭㰢溿狒鍐閱⚡縒⹿㰢溿狒嚀免丝⤓銶槆 0��2� 201�����1
邾丗国 䇖䡗�0年䈱蔈ס劮乃⴫扛⨑鞲ꄋ協力⠮遨勅♭ס◄⯥鐧削 ˓ ˓
邾丗国 鐧削⯥◄ס♭劮乃⴫扛⨑鞲ꄋ協力⠮遨勅ס蔈׾ֽׄמ؛ٚقצ⹕ؓؼا٤ذ ˓ ˓

扛⨑資ꄋ⶜ⱱס☽סא
新規/継続 国名 事業項目 案件名
二釨 ء٤ٚف シٖظ 鐧削哅ⳉ˥ ⪜⪦䷓瓀☔免罫䡗产錃丝⤓銶槆協力嶖⤓鐧削

ス؛ٚ 鐧削哅ⳉ 㛙ⳉ泸㲔产ס扛⨑鞲ꄋ協力מ꞊׾׌◄⯥鐧削
ػؓؕ؝ ┉芗扛⨑鞲ꄋ協力鐧鷼泃杼˥ ⫋榟⺎耆ؙ٭؟ٜؾ㵵⪌⹕צ꧅力システム䷉ャ銶槆

邾丗国 㴯削哅ⳉ ♐⽰2年䈱日本/(0鵽䯥扛⨑鞲ꄋ協力勅♭ 
⹕צ国際ꝧ氦協力꞊➟妨ꝴ⪜沟㍚⛮遨Ⲃꄋ勅♭㴯削哅ⳉ

邾丗国 㴯削哅ⳉ 䇖䡗�1年䈱日本/(0鵽䯥扛⨑鞲ꄋ協力勅♭ 
⹕צ国際ꝧ氦協力꞊➟妨ꝴ⪜沟㍚⛮遨Ⲃꄋ勅♭㴯削哅ⳉ

禆禈 ؓم؛زؙ ┉芗扛⨑鞲ꄋ協力鐧鷼泃杼˥ 㐀⹾㏐掂氦꧅システム丝⤓銶槆
ف٭ٖ؞ ┉芗扛⨑鞲ꄋ協力鐧鷼泃杼 牓牊㯸榟榤䤗软⺸┕ס״גס鱔哅嚀免丝⤓銶槆
邾丗国 ┉芗扛⨑鞲ꄋ協力㓹灄鐧削 扛⨑鞲ꄋ協力◄哅׾ֽׄמ⪌儘亠䌋׾➟מ䗯報⹜꥗⹕צ⪌儘꞊鵽乃傴⛼䡗哅ⳉ
邾丗国 ┉芗扛⨑鞲ꄋ協力鐧削哅ⳉ 䇖䡗�0年䈱扛⨑鞲ꄋ協力◄哅׾ֽׄמ錃銶泃杼鞝曍⴫吾鋀哅ⳉ

※コンサルタント等との協働

����・����䇗䈱案件
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䤗软協力꞊鵽事業
新規/継続 国名 事業項目（内容） 案件名
二釨 زهة 鐧鷼泃杼˥ ㏐掂ꝧ氦鍱䫁عؠؘةٞو㏐掂鐧削◒䫁⯡䄄◄
禆禈 シؓؾغ٤ؕ ⫃⠺堐׾➟מ䤗软協力䶹䭤鐧鷼泃杼˥ نؘ	عؠؘةٞو鶟⯆䈱錃銶䶹䭤➢םꝎ僿氳╈׾ֽׄמシؓ国㏐掂ꝧ氦ؾغ٤ؕ 
2ث٭

ر٤؝ؗ 䋦錃⪌儘䶹䭤⹕צ产䄄泃杼 榤哅☔免罫䡗⛮⯆䍚⴫䶹䭤عؠؘةٞو䋦錃⪌儘䶹䭤⹕צ产䄄泃杼
邾丗国 鐧鷼泃杼 201�年䈱�2020年䈱մ嚀免鐧鷼׾➟מ☼喋傴⛼䡗٬⪌儘䶹䭤哅ⳉ㡦鋔㜵硜
ؓؼآ ⫃⠺堐׾➟מ䤗软協力䶹䭤鐧鷼泃杼˥ ㏐掂ꝧ氦ס״גס耆力⺸┕عؠؘةٞو

※コンサルタント等との協働

有⨑鞲ꄋ協力꞊鵽事業
新規/継続 国名 事業項目（内容） 案件名
二釨 ٜ٭٠ٍةع٭ؤ ⫃⠺堐鐧削˥ ٭ذ国⴮鼧㍑䉹⽰⪧ٜ٭٠ٍةع٭ؤ 鴜㚺꧅錃⤓丝⤓◄哅嶖⤓鐧削آؓه٬٭スؤ٬ٍ

ٓ فغٜ ⫃⠺堐鐧鷼泃杼ٜئ٤ؤテؔ ء٤ ٓ 国鱔哅嚀危٬錃⤓鲣♏⴫銶槆فغٜ
邾丗国 ⫃⠺堐鐧削璡㲔产➢鶟 201�年䈱⫃⠺堐◄哅40ס&亠䌋鸵榫勅♭׾־־מ㲔㏐吾削哅ⳉ
邾丗国 ⫃⠺堐鐧削璡㲔产➢鶟 2020年䈱�2022年䈱⫃⠺堐◄哅׾➟מ鐧鷼䶹䭤哅ⳉع٤ذٜئ٤ؤ鹟㲊ٞعش"
邾丗国 ⫃⠺堐鐧鷼泃杼傴걉拨⺬ 2020年䈱�2022年䈱⫃⠺堐◄哅׾➟מ鐧鷼┉域ؘز $#عش哅ⳉٞؠش

禆禈 邾丗国 ⫃⠺堐鐧鷼泃杼傴걉拨⺬ 201�年䈱�201�年䈱⫃⠺堐◄哅׾➟מ鐧鷼꞊鵽┉域ؘز 
$#٬"عشٞ	㛙鼧哅ⳉ㡦鋔ؠش
邾丗国 ⫃⠺堐鐧削璡㲔产➢鶟 ⫃⠺堐◄哅׾ֽׄמ鐧鷼䣆禈٬׀鍐❫؝ 䡗哅ⳉ⛼غؕ
邾丗国 ⫃⠺堐鐧鷼泃杼	泃削 201�年䈱⹕201צ�年䈱⫃⠺堐◄哅׾➟מ鐧鷼◄䏲泃削

※コンサルタント等との協働

国際嚀꞊璡꞊鵽事業
新規/継続 国名 契約先 案件名
二釨 邾丗国 ꝧ氦ꉏ车"%#ؓةؓ ◅国ꝴٝؠ 
.$+	䈱⯆عشة日本㓹ꄋ׾ֽׄמ鐧鷼㵠ꝛ㳃哅ⳉ
禆禈 ؕٚ ؠ 国鵽ꝧ氦銶槆 国鵽ꝧ氦銶槆6/%1ؕ عؠؘةٞوׄ⺸٭ذؠج꧅力ؠٚ

ؓة٤ٍ؜ 日"4&"/礴⺬㓹ꄋ 日"4&"/礴⺬㓹ꄋ+"*'׾׻מ典里磬岷㍑䉹٬⶟鼧磬岷㍑䉹ס擻孱➢鶟ءٚٞو
ムة٤ٍ؜ #ع٭ق٬ؓ

"4&.⹆ⱶؓةؓס钥国 ةؓ ٬ؓ埪䃸靸㍚ "4&'日本⟓鋔㓹ꄋימ둊 ن٤ٜؕ 㵚瓀䶹䭤סا٤ؙ
ؕذ 䈡⪜⪦꞊➟鼧䷓ؕذ 䇖䡗2�年䈱"4&"/䷑鴜٤ؤテص٤塜釨孱鵟➢鶟84عؠؘةٞو
ス؛ٚ ス国⪜⪦◄哅鷞鮖泸؛ٚ 鷹ס껬⹕צ◫䄐憠䷉荁丝⤓璡䶹䭤عؠؘةٞو

邾丗国 ٭ذ٤ج٤ꡔ愤☔鷹䶹䭤鐧丝ؓجؓ "4&"/ꡔ愤☔鷹䶹䭤鐧丝")"ס٭ذ٤ج孨Ⳃ䍚⴫ס״גס礴⺬*$5システム啶
疣ؘن �ث٭

その☽事業
新規/継続 国名 事業項目（内容） 案件名
二釨 ٭ًٜ 稀ⳉ泸㡦鋔鐧削˥ ٓסؠ٭٠عشؾ罫䷷ג׊日硌☔炘⚡꞊➟縖⺸ׄ*$5؅孨榫׾ֽׄמ国⽰⪧٭ًٜ

鐧削溿狒մגׄ⺸מ㷣ꝧٜظ
日本 㛙ⳉ泸㡦鋔哅ⳉ ♐⽰⩕年䈱乃⴫゛氦榫⿁ס鐧鷼
日本 㛙ⳉ泸㡦鋔哅ⳉ ♐⽰2年䈱乃⴫゛氦榫⿁ס鐧鷼

邾丗国 ☔免孬鸦 /&%0ր溿狒ꝧ氦㑔ز٤ٔي ز٤ٔي溿狒ꝧ氦㑔ס僿غ٭䶹䭤◄哅シ٭ ׌㵚מ٭
׾➟מ哅⴫䶹䭤◄哅454ց◄׾ ٤ؕスٛذ ムס׫ސ⭳⺸

邾丗国 ⛨㱝ꄋ踄䶹䭤嚀啶㡦鋔哅ⳉ  㛙国䷓䈡꞊➟嚀꞊؅䦙舙ג׊国⫂溿⟣◄哅מ⛂ֹ亸车䣆鿥◄ⳉ⹕צ溿⟣鷞ㅀ◄
ⳉ璡ס㡦鋔

邾丗国 㛙ⳉ泸㡦鋔哅ⳉ ㏇㛙⪜귆产錃ס㛻釨嘗䄄◄勅♭璡ס䄄◄鞝犉畀ס䷉ャמ꞊ٜئ٤ؤ׾׌テؔ ء٤
哅ⳉ

禆禈 ٭ًٜ +*$"俊⹕٬㲔錞◄哅˥ ػ؛ؾ׾ֽׄמ国٭ًٜ 俊⹕٬㲔錞◄哅ג׊䄄嫎؅孨榫عؕ

٭ًٜ +*$"俊⹕٬㲔錞◄哅˥ 国ُٛ٭ًٜ 䄫׾ֽׄמ僗嚀娘嫫ס▯揳⭚杼䤗软؅孨榫ג׊⫋榟掩乢ס邮鵰מ➟
俊⹕٬㲔錞◄哅׾

※コンサルタント等との協働

嫰 禆禈עյ201�年䈱ס禆禈勅♭؅炐׌ն2020年䈱禆禈勅♭עיַחמյ201�年䈱ס二釨٬禆禈ס┉鼧؅ꢜַיյ䌕׀禈׀㵚䑴׾ַי׊ն 
♭丗⫂錌ע◄哅報⼔1�1�ס鵟׽ն



	 ◄哅㲔竮（その他本財団の目的を達成するために必要な事業）

+*$4の$43孨Ⳃ	/(0䶹援事業で、妨ꝴ㍚⛮に׻る国際協力孨Ⳃの氦㷣に㳝┙

/(0䶹援事業の哭要と����・����䇗䈱の䶹援㍚⛮の婊㲊
　JICSは、開発途上国に対する援助活動
を行う日本の中小規模のNGO・NPO団体
に対し、支援金による助成を行っていま
す。※1本事業では、１団体あたり100万円
または160万円を上限として、毎年7～10
団体程度に対して下表の枠組みで支援を
行っています。1999～2020年度までの累
計支援総額は2.08億円（延べ233団体）と
なりました。
　2019年度は22団体の応募から計8団
体、2020年度は14団体の応募から計8団
体への支援について、審査委員会を経て
決定しました。また、本支援事業終了後
は、活動報告・意見交換会を開催し、NGO
団体間の交流や外部有識者の方々との意
見交換の場を設けています。2020年度は、
新型コロナウイルス感染症対策のため
オンラインによる報告会としました。

ӧ	����䇗䈱䶹援㍚⛮
No. 団体名 事業対象国	 実施プロジェクト名 支援項目 支援金額（円）	

1  攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
稅⴫ؠ٭٠عشؾ

 ╈国⫂ٜٓإ٤
舅媩⵱

 2020年䈱մ╈国⫂ٜٓإ٤舅媩⵱ٌٜ٤ز溟庠ס溟庠⴫
ꡔ塛٬稅㏐⫋榟孨Ⳃ  泡䫘◄哅  1
���
022

2 鏀㲊攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ꝧ氦䷷罫協⚡	%&"3
 日本 婵穮4%׾ֽׄמ(T☔免罫䡗؅鵟ؠ٭٠عشؾג׊啶疣◄哅 泡䫘◄哅 1
�00
000

� 鏀㲊攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
"GSJ.FEJDP ؓؼا٤ذ 糋׀話◄哅نٛؓ׾׻מ  6OJWFSTBM )FBMUI׾ֽׄמ鱔兎鼧؜

$PWFSBHF 	6)$
㲔杯ס 泡䫘◄哅 1
���
000

� 鏀㲊攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
؞ؓةؓ スٛع䷷䷷罫㓹ꄋ	"$&'


ء٤ٚف シٖظ �
日本

4/4孨榫䇶報ؠٚכ نؒغؗ ס״גס哅㲔产◄غ٤ ٭ذ٤ؕ
٤罫䡗כ磝笝㓹泅䍚⴫◄哅 㓹泅䍚⴫ 1
�00
000

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
剚굺┘荁㵚瓀车Ⳃؠ٭٠عشؾ	/".
 ر٤؝ؗ عؠؘةٞو剚굺䷉ャؠشيٚق国ر٤؝ؗ 㵸釨嘗㍚⛮凂

泡䫘◄哅 ���
1�0

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ؙ ن٬ؚغؕ ز٬ٔ٭ ؕ ع٬ٚغٜ スع	5$"
 մغ٤ؕ

杯㏐/(0 %FFQBMBZBכ䬠䯥׊յؕ յؗغ٤ シٖظٚوٜذش
䃸ؕؿ ٭ذؠجر ٞو罫䷷ס׫׵ל㯸׳⛨מスٚムס⫁�1
عؠؘة

㵸釨嘗㍚⛮凂
泡䫘◄哅 ���
200

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ؠؙ غٜؓ 
&/"4⚡ס☔⹘ס״גס׵ל㯸ס 日本 ؠؙ غٜؓ ⪦⽰国סך䷷罫䶹䭤ס孨Ⳃ؅㱦㲊氳מ㲔产յ禆

禈ֹ׻׾׀ך 䍚⴫1年泘ס⯆⛮⫁国ם
㵸釨嘗㍚⛮凂
㓹泅䍚⴫ 1
000
000

˥1㍚⛮մ鰭鴙  䶹䭤ꄋ갮⺬銶⫃ �
2��
��2
孨Ⳃ報⼔٬䙫釤◫䬵⚡ 201�年䈱מ䶹䭤؅车גז�㍚⛮ֿ⹆ⱶ

ӧ	����䇗䈱䶹援㍚⛮
No. 団体名 事業対象国	 実施プロジェクト名 支援項目 支援金額（円）	

1  攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
*4"1)  ٚ ス؛  ٕ シؗدئ؛؛؛ムシ굺墻րٜٓظ┩䅮ց丝⤓عؠؘةٞو  泡䫘◄哅  1
���
000

2 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ؙ 㰜⩩䶹䭤/(0٬1-"4ثؕ ر٤؝ؗ 国ؘٜؗ⽰⪧ر٤؝ؗ ٞ洈)*7꣊䓪ס耗䍏ם㳃䉀מ㵚׾׌

鱔哅؅鵟ג׊榟銶⺸┕◄哅 泡䫘◄哅 1
�00
000

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
$PMPSCBUI ٜ٭قؾ ِٖؤג׊榟榤縖磝⺬䍚⴫؅鵟٭ك٭ؤס㸓㺕鼧ٜ٭قؾ

テؔؼ 磬岷力⺸┕◄哅 泡䫘◄哅 1
��0
000

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ٞـٞـ نؔ ٤مٛ 㓹ס؅车ֹ磝笝❠ス䬠ل٭ئꄋ踄ס׫չ☔ס䃸靿㍭㷺هج

泅ׂט 哅 泡䫘◄哅◄׽ 1
�00
000

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
:PV.F /FQBM ٜ٭قؾ 鷞ㅀ㰢劅䷷⿦ס䧗㵵䤗软⺸┕כյ⩝榟┘餉؅鉮寕٤؛׾׌

ٚ ٤ؕ䪧哅؅榟䏻מ䬠❠ 泡䫘◄哅 1
��0
000

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
꞊里/(0協閱⚡ 日本

萴ַ┩♏؅㵚霄ג׊כ国際協力٬4%(T俊⹕゛氦◄哅؅鵟׋
孨Ⳃ㓹泅䍚⴫؅䫟鶟׌鷼䡗؅泘䧗סT)4%׼־յ㏐㓊י
萴䣆绷⿦罫䡗◄哅ס0)/ؠ٭٠عشؾ׾׌

㓹泅䍚⴫ ���
�00

� 攐㲊ꪜㅀ⮵孨Ⳃ嫎☔
ؠؙ غٜؓ 
&/"4	⚡ס☔⹘ס״גס׵ל㯸ס 日本 ؠؙ غٜؓ ⪦⽰国סך䷷罫䶹䭤ס孨Ⳃ؅催מ⩗㲔յ㱦㲊氳

ֹ׻׾׀ך㲔产յ禆禈מ 䍚⴫2年泘ס⯆⛮⫁国ם
 㵸釨嘗㍚⛮凂մ
㓹泅䍚⴫ 1
000
000

� ┉芗炘㍚嫎☔
#PLL +BNCBBS 日本 نؒ غ٤ٝ 力䍚⴫◄哅ء٤ةؕ 㵸釨嘗㍚⛮凂մ

㓹泅䍚⴫ ���
�00

 䶹䭤ꄋ갮⺬銶⫃ 10
���
200
孨Ⳃ報⼔⚡ 201�年䈱מ䶹䭤؅车גז�㍚⛮ֿ⹆ⱶ

ӧ	+*$4	/(0䶹援事業の凂組み
˥凂磝עײ年䈱׽׻מ㚺׾؂㕙⺬ֵֿ׌ױ׽ն

˥1մ本◄哅2012ע年♓䏲յ䎎靸㍚ס⪜沟泘氳䶹⭳銶槆׾ֽׄמ㲔产◄哅׌ךն
˥2մ ◄哅⹜⪌釨嘗1
000┒⫃儔嵹ס㍚⛮ն
˥�մ スَن٬ؚص٭ ع٬ؖ٭ 䶹䭤◄哅ն٭ٞٓ

JICS�/(0䶹䭤㵚霄鞝榫כ⮆ꄇ
（2019・2020年度募集分）

䶹䭤┕꡾갮┉芗1�0┒⫃յ㵸釨嘗㍚⛮յスَ100ص٭┒⫃

泡䫘◄哅鞝

●		海外の開発プロジェクト
向けの活動費

●		国内のネットワーク
NGOの活動費、など

㍚⛮㓹泅䍚⴫鞝

●	団体本部の人件費
●		広報ツール作成、など

一般（指定分野なし）

小規模団体※2

スポーツ振興※3

��

剚굺䷉ャ/".ر٤؝ؗ ̜ ◄ⳉ㷀䍚⴫ס⹦磝ײ4"/& ̜
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	 参考資料 日本国際協力システム 年報2021 ��

����・����䇗䈱鞚⠺㵚拨辐

科目 2020年度	
（2021年3月期）

2019年度	
（2020年3月期）

2018年度	
（2019年3月期）

Ⅰ�鞲榤の鼧�
��	孱Ⳃ資榤

    մ杯ꄋꯏꄋ �2�
2��
�0� 2��
��0
��� ���
���
�2�
    մ儔⹜ꄋ ���
��2
��2 ���
���
01� ���
���
���
    մ⯥䣕鞝榫 �
1��
010 1�
���
��0 10
2��
���
    մ玮僀ꄋ 0 ��2
��0
0�� 2
1�0
    մ♞䣕ꄋ ��
000 ���
�11 �
1�2
�2�
	孱Ⳃ資榤⺬銶 �
���
���
��� �
���
���
��� ���
���
���

��	㍾㲊資榤
  1 㓹本靸榤
    մ㓹本靸榤犉玮ꯏꄋ 0 0 1��
000
000
    մ㓹本靸榤䤷鞲僗❫錞⯈ ���
000
000 ���
000
000 200
000
000
				մ㓹儖靸榤⺬銶 ���
���
��� ���
���
��� ���
���
���
 2攐㲊鞲榤
    մ/(0䶹䭤犉玮鞲榤 10
000
000 10
000
000 10
000
000
    մ䏔⿦鴙绷䜤Ⲑ䌕䎎鞲榤 1�
��0
000 12
���
000 10
0��
000
    մ◄ⳉ䢥燯鬇嶖⤓犉玮鞲榤 �0
000
000 0 0
				մ攐㲊資榤⺬銶 ��
���
��� ��
���
��� ��
���
���
 �סא☽㍾㲊鞲榤
    մ䋦擻ꡭ㷯錃⤓ ��
��2
�1� ��
���
2�� �0
20�
�2�
    մ☜㉺⤓⿁ 2�
���
��� �2
��2
�20 ��
0��
���
    մؙؓؗعنخ ��
�11
��0 1��
��1
�2� 1��
���
���
    մ丢ꄋ⟊錞ꄋ �0
���
000 �0
���
000 �1
2��
2��
    մꝎ僿⯥䣕鞝榫 1�
���
��� 2�
��0
��� �
���
���
    մ⯥䣕年ꄋ鞝榫 ��
���
��� ��
�0�
��� ��
02�
���
    մ䤷鞲僗❫錞⯈ �0
��1 1��
�1� �2�
2��
				մסא☽㍾㲊資榤⺬銶 ���
���
��� ���
���
��� ���
���
���
	㍾㲊資榤⺬銶 ���
���
��� ���
���
��� ���
���
���
	資榤⺬銶Ζ �
���
���
��� �
���
���
��� �
���
���
���

Ⅱ�靷⥍の鼧
��	孱Ⳃ靷⥍

    մ儔䣕ꄋ ��
���
10� 1��
��1
02� �0
���
��2
    մ湾僿⠺⪌ꄋ 0 �00
000
000 0
    մ韛┙䌕䎎ꄋ 1��
�02
00� ��
0��
��� �2
�2�
�0�
    մꯏ׽ꄋ 1�
��2
��� �
���
2�� 12
���
���
    մ⯥⹨ꄋ 0 �
���
�2� 0
    մًٚع ◄哅鞲ꄋꯏ׽ꄋ 0 0 ��
�0�
���
    մ儔䣕嫎☔爑璡 ��
0�2
200 �0
000 �0
000
	孱Ⳃ靷⥍⺬銶 ���
���
��� ���
���
��� ���
���
���

��	㍾㲊靷⥍
    մ鴙绷礡♀䌕䎎ꄋ �
���
000 �
���
000 2
�00
000
    մ䏔⿦鴙绷䜤Ⲑ䌕䎎ꄋ 1�
��0
000 12
���
000 10
0��
000
	㍾㲊靷⥍⺬銶 ��
���
��� ��
���
��� ��
���
���
	靷⥍⺬銶Η ���
���
��� ���
���
��� ���
���
���

Ⅲ�塜⽏靸榤の鼧
��	䧗㲊塜⽏靸榤

    մ⭳䩋ꄋ ��2
000
000 ��2
000
000 ��2
000
000
 䧗㲊塜⽏靸榤⺬銶 ��2
000
000 ��2
000
000 ��2
000
000
    մֹה㓹本靸榤ס׫⩗䎎갮 	��2
000
000
 	��2
000
000
 	��2
000
000

��	┉芗塜⽏靸榤 1
1��
2��
��� 1
0��
��1
��� 1
1��
���
0�2

    մֹה㓹本靸榤ס׫⩗䎎갮 	1�
000
000
 	1�
000
000
 	1�
000
000

    մֹה攐㲊鞲榤ס׫⩗䎎갮 	�0
000
000
 	10
000
000
 	10
000
000

	塜⽏靸榤⺬銶Ζ	̿	Η �
���
���
��� �
���
���
��� �
���
���
���
	靷⥍⹕צ塜⽏靸榤⺬銶 �
���
���
��� �
���
���
��� �
���
���
���
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����・����䇗䈱塜⽏靸榤㘃峎銶畀傴
	 参考資料��

科目 2020年度	
（2021年3月期）

2019年度	
（2020年3月期）

2018年度	
（2019年3月期）

̂	┉芗塜⽏靸榤㘃峎ס鼧

��	磬䅻㘃峎ס鼧
  1 磬䅻⹜沟մ

մմմΖ㓹本靸榤鷞榫沟 ���
�2� ���
��1 1
��1
��2
մմմմմ㓹本靸榤⹨⹦⮵䕛 ���
�2� ���
��1 1
��1
��2
մմմΗ◄哅⹜沟 1
���
���
��0 1
���
0��
��� 2
0��
��2
121
մմմմմ扛⨑鞲ꄋ協力꞊鵽◄哅⹜沟 1
�01
�0�
2�� 1
���
��2
1�2 1
�2�
�2�
�10
մմմմմ䤗软協力꞊鵽◄哅⹜沟 �1
��2
01� �0
1��
��� ��
002
���
մմմմմ⠺堐꞊鵽◄哅⹜沟 ��
���
000 1�1
2�0
102 21�
000
20�
մմմմմ国際嚀꞊璡꞊鵽◄哅⹜沟 1�
��0
1�0 ��
���
�1� ��
2�0
1�2
մմմմմסא☽◄哅⹨鋔⹜沟 �0
���
10� ��
2��
��� �1
��2
���
մմմΘꥭ⹜沟 11
�1�
�2� 1
���
��0 �
20�
���
մմմմմꥭ⹜沟 11
�1�
��� 1
���
��0 �
20�
���
մմմմմꥭ⹜沟⹨⹦⮵䕛 1
��� 0 0
մմմ磬䅻⹜沟銶 �
���
���
��� �
���
���
��� �
���
���
���

 2磬䅻鞝榫
մմմΖ◄哅鞝 1
��1
��2
��� 1
���
2��
��2 1
���
0��
��2
մմմΗ畘杼鞝 �21
���
�1� 2��
�2�
11� ���
�11
��0
մմմ磬䅻鞝榫銶 �
���
���
��� �
���
���
��� �
���
���
���
մմմմմմ䎎僿磬䅻㘃峎갮�̿ ���
���
��� ��
���
��� ��
���
���
��	磬䅻㛙㘃峎ס鼧

  1 磬䅻㛙⹜沟մ
մմմΖ㍾㲊鞲榤㚞ⷋ沟 0 0 1
��1
�1�
մմմ磬䅻㛙⹜沟銶 � � �
���
���

 2磬䅻㛙鞝榫մ
մմմΖ㍾㲊鞲榤㚞ⷋ٬ꢜⷋ䮇 2�
�2�
010 �00
��1 ���
�0�
մմմΗ攐⮯鴙绷ꄋ 0 �1
��2
�00 0
մմմ磬䅻㛙鞝榫銶 ��
���
��� ��
���
��� ���
���
մմմմմմ䎎僿磬䅻㛙㘃峎갮 Ӥ��
���
��� Ӥ��
���
��� ���
���
մմմմմմ爑䌕⯥䎎僿┉芗塜⽏靸榤㘃峎갮&�$�% 1��
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組織図と役員・評議員

▼ 組織図 （2021年8月1日現在）

▼ 役員・評議員 
役員・会計監査人　2021年8月1日現在　五十音順（役職ごと）

役職 氏名 現職
代表理事 竹内　和樹 一般財団法人日本国際協力システム　代表理事
業務執行理事 樋口　誠一 一般財団法人日本国際協力システム　業務執行理事　
理事 加藤　浩輝 味の素株式会社　川崎事業所　次長
理事 川眞田　嘉壽子 立正大学法学部　教授
監事 古田　満正 古田公認会計士・税理士事務所　公認会計士・税理士
監事 深山　美弥 シティユーワ法律事務所　弁護士
会計監査人 都井　清史 公認会計士

評議員　2021年8月1日現在　五十音順（役職ごと）

役職 氏名 現職
評議員会会長 小寺　淸 元世界銀行・IMF合同開発委員会 事務局長、元財務省 副財務官、元JICA 理事、

特定非営利活動法人ウォーターエイドジャパン理事長、英国海外開発研究所　 
上級客員研究員、公益社団法人セーブ・ザ・チルドレンジャパン　理事

評議員 浅海　陽介 株式会社三菱UFJ銀行　トランザクションバンキング部　経済協力室長
評議員 高津　玉枝 株式会社福市　代表取締役
評議員 平川　伸明 一般財団法人日本国際協力センター　監事
評議員 藤巻　秀樹 元北海道教育大学　教育学部国際地域学科　教授、 

北海道教育大学　非常勤講師、　ジャーナリスト
評議員 三宅　且仁 一般社団法人海外建設協会　常務理事
評議員 渡辺　道雄 株式会社国際開発センター　代表取締役専務取締役、 

一般財団法人国際開発センター　代表理事

2019年度は、理事会を6回、評議員会を1回、2020年度は、理事会を4回、評議員会を2回開催しました。
理事会においては、経営概況、事業課題、経営・組織課題などを適時報告し、主要課題について審議しました。

業務第一部
　　　▶ 地域別調達代理業務�

地域第一課：大洋州�
地域第二課：インドシナ、フィリピン�
地域第三課：�中東、南アジア、インドシナ・�

フィリピン除く東アジア

業務第二部
　　　▶ 地域別調達代理業務と技術業務�

地域第五課：中南米、東欧、中央アジア�
地域第六課：アフリカ�
技術課：�機材の品目調査と仕様書作成�

等の技術業務

業務第三部
　　　▶ 調達代理業務以外の業務�

業務第一課：�国際機関関連、�
事業・運営権対応型無償

� 業務第二課：�有償資金協力（円借款）�
関連

� 業務第三課：�技術協力、文化無償、�
日本NGO連携無償

コンプライアンス・ 
リスク管理室

総務部
　　　� �総務課�
　　　� 人事課�
　　　� 財務・経理課�

新規事業開拓室
▶新規事業の開拓

業務総括部長

管理調整室
▶業務調整

理事会

代表理事

業務執行理事

評議員会 監事

会計監査人

監査室



	 参考資料��

车Ⳃ規疗・ت٤ؓؕٚو٤ؤ

�	+*$4のت٤ؓؕٚو٤ؤ亠ꄠ

　JICSの行う国際協力事業における調達業務などにおいては、日
本国政府、日本国民、被援助国政府、被援助国国民、応札企業、契
約企業（納入、施工・コンサルタントなど）、職員などのステークホル
ダー（利害関係者）が存在します。当該ステークホルダーの利益を
いかに確保していくかがJICSの使命ともいえます。

　JICSが行う調達業務は、公共調達に相当するもので、透明性を確
保しつつ公正かつ適正に事業を進めることが求められます。JICSは、
MISSION,	VISION,	VALUE（巻頭ページ「MVV」を参照）の理念に則
し、法令、行動規範、内部規程などを遵守して適切な組織運営と適
正な業務遂行が行えるコンプライアンス体制を築くことで、関係者か
らの高い信頼を維持していきたいと考えています。

�	ت٤ؓؕٚو٤ؤ⛮⯆	 以下のコンプライアンス体制を構築しています。

ت٤ؓؕٚو٤ؤ㡦⿦⚡
　代表理事を委員長として、コンプライアンスの強化および不正等
が発生した場合の対応および再発防止策の検討を行います。

٬ٛت٤ؓؕٚو٤ؤ 畘杼㲜ؠت
　組織のコンプライアンス向上のための取組み、リスクマネジメント
向上のための組織全体のリスク分析、そしてリスク対策に係る調整
を行います。

泃◄յ⚡銶泃削☔ֽצ׻爑杼㚖׾׻מ泃削
　監事は理事会および理事の職務執行を監査します。
　会計監査人および税理士は主に財務・経理面の外部監査を行い
ます。会計監査人は財務諸表および内部統制の整備・運用状況のみ
ならず、調達代理業務にてJICSが被援助国政府に代わり管理してい
る援助資金の預り金口座の監査も実施しています。

泃削㲜
　代表理事直轄の内部監査担当部門として、他部門から独立した立
場で業務が適正かつ効率的に遂行されているか監査し、代表理事に
報告します。

⫂鼧鵟㕔⯆䈱
　法令違反などを未然に防ぐとともに、適切に対処することを目的
として、内部通報制度を設置しています。職制ライン、監事、顧問	

弁護士のほか、外部の弁護士を加えた連絡窓口から受け付けた情
報については、コンプライアンス委員会などで適切に調査、対応しま
す。

⪌儘璡׾ֽׄמ┘塜מ꞊׾׌䗯㕔注鐶猜⹾ס錃糋
　JICSが実施する入札等の調達手続きにおける公正性の確保お　
よび契約相手先による適正な契約履行の確保を目的として、情報相
談窓口を設置しています。

�+*$4ס车Ⳃ釨疗
　私たちは、次の10項目について組織の原則を定め規範として行
動しています。
　①	法人としての責任
　②	質の高いサービスの提供
　③	法令等の遵守
　④	海外現地事情への配慮
　⑤	情報の開示
　⑥	情報の管理
　⑦	人権の尊重
　⑧	反社会的勢力等への対応
　⑨	環境の保全
　⑩	職場環境づくり

��	⠕☔情報⟊閾への取組み

　JICSは個人情報を適正に取り扱うことは社会的責任であると考
え、個人情報保護基本規程および関連細則を制定し、2011年6月
17日付でプライバシーマークを取得（2021年6月17日付にて6回
目の付与適格決定）しています。

⠕☔䗯報⟊閾溿⟣ ̜

鍐閱⿦⚡

杼◄⚡

⚡銶 
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日本国際協力システム 年報2021 ��+*$4の哭要

●	団体名
　一般財団法人日本国際協力システム
　Japan	International	Cooperation	System（JICS）
●	所在地
　〒104-0053	東京都中央区晴海2丁目5番24号　晴海センタービル5階
●代表連絡先
　TEL：	03-6630-7870	
　FAX：	03-3534-6811	
　E-mail：	jics@jics.or.jp	
　URL：	https://www.jics.or.jp/
●	役員
　代表理事　竹内	和樹　　
●	設立
　1989年4月12日
●	基本財産
　3.87億円
●	人員数
　125名（2021年8月1日現在）
●事業目的	：	
　	JICSは、国際社会の平和と安定に寄与することを目指して、国際協力事業における	
調達業務及び管理業務等を実施することを目的とします。
●事業内容	：	
　JICSは、目的を達成するために次の事業を行います。
　1.国際協力事業における調達業務	
　2.国際協力事業における管理業務	
　3.国際協力事業におけるコンサルティング業務	
　4.国際協力事業における調査及び研究	
　5.国際協力に関連する建築・土木工事の設計・監理	
　6.国際協力に関連するNGO等に対する支援	
　7.国際協力に関する普及啓発	
　8.その他本財団の目的を達成するために必要な事業
●許可業種	：
　一級建築士事務所登録	東京都知事登録	第59804号
●取得資格等	：
　プライバシーマーク、プラチナくるみん認定
●技術者	：
　一級建築士　2名（2021年8月1日）
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